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レトロバスでおもてなし
　国際空港都市成田を訪れた人たちに気軽に
観光スポットを巡ってもらおうと、運行を開始
した成田市観光循環バス。表参道の風景に溶
け込んだレトロ調のデザインでお客様を迎え
ます。（3月15日）

成田市観光循環バスがスタート
平成19年度当初予算と事業の概要
狂犬病の集合予防注射
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主な停留所の時刻表
停留所 1便（Aルート） 2便（A） 3便（A） 4便（Bルート） 5便（B） 6便（B） 7便（B）

JR成田駅 7：33 9：03 10：33 12：58 14：28 15：58 17：28
成田山門前 7：36 9：06 10：36 13：01 14：31 16：01 17：31
イオン成田ショッピングセンター — — — 13：11 14：41 16：11 17：41
成田空港第2旅客ターミナル 8：00 9：30 11：00 13：30 15：00 16：30 18：00
成田空港第1旅客ターミナル 8：05 9：35 11：05 13：35 15：05 16：35 18：05
イオン成田ショッピングセンター 8：23 9：53 11：23 — — — —
成田山門前 8：31 10：01 11：31 — — — —
JR成田駅 8：34 10：04 11：34 13：58 15：28 16：58 18：28

　3月15日から、JR成田駅を起点に、表参道、成田山門前、イオン
ショッピングセンター、成田空港を結ぶ二つのルートで成田市観光循
環レトロバスが運行しています。赤と緑を基調とした、どこか懐かし
いデザインのバスを、もう目にした人もいるのではないでしょうか。
市民の皆さんも、ぜひ一度乗車して、成田の名物としてかわいがって
あげてください。

市内観光スポットと空港を結ぶ

「成田市観光循環バス」がスタート！

※バスは前乗り、前降りとなっています。
※ 乗車の際、1回乗車分の運賃をお支払いいただくか、1日乗車

券を運転手に提示してください（1回の乗車は、乗車停留所か
らJR成田駅までとなります）。

※1日乗車券は、乗車の際、運転手からお買い求めください。
※バスの中扉部には、車椅子対応リフトが設置されています。

●JR成田駅（5番バス乗り場）
①いこいの広場前
②薬師堂
③成田山門前
④成田公民館
⑤成田高校
⑥保育園（保目山永興寺）
⑦接骨院前（保目神社）
⑧JA成田市
⑨成田国際文化会館
⑫成田空港第2旅客ターミナル（1階3番）
⑬成田空港第1旅客ターミナル（1階30番）
⑩ヒューマックスパビリオン成田
⑪イオン成田ショッピングセンター
⑭土屋裏門
②薬師堂
③成田山門前
●JR成田駅

●JR成田駅（5番バス乗り場）
①いこいの広場前
②薬師堂
③成田山門前
④成田公民館
⑤成田高校
⑥保育園（保目山永興寺）
⑦接骨院前（保目神社）
⑧JA成田市
⑨成田国際文化会館
⑩ヒューマックスパビリオン成田
⑪イオン成田ショッピングセンター
⑫成田空港第2旅客ターミナル（1階3番）
⑬成田空港第1旅客ターミナル（1階30番）
●JR成田駅

Aルート ＜午前・3便運行＞ Bルート ＜午後・4便運行＞

停　留　所 利用料金

1日乗車券 1回乗車

大人 500円 200円

小児 250円 100円

料金区分
●中学生以上／大人料金
●小学生／小児料金
● 1～6歳未満／小学生以上の同伴者1人に付き2人まで無料で

す。同伴者がいない場合は、小児運賃が適用されます
●1歳未満／無料

成田空港へ入場する際は、身分証明書の提示が必要となります。

※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。
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つ
く
ろ
う
よ  

み
ん
な
の
く
ら
し
を  

選
挙
か
ら

　

投
票
で
き
る
の
は
、
日
本
国
民
で
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

昭
和
62
年
4
月
9
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
、
成
田

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人（
転
入
の
場
合
は
、
同
日

ま
で
に
転
入
の
届
け
出
が
済
ん
で

い
る
人
）で
、
投
票
日
ま
で
千
葉
県

内
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
人（
県

内
に
転
出
し
た
人
は
、
転
出
先
の

市
町
村
ま
た
は
成
田
市
市
民
課
が

発
行
す
る「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」の
提
示
が

必
要
で
す
。
県
外
へ
転
出
し
た
人

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

※
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
成
田
市

に
転
入
し
た
人
で
、
前
住
所
地（
県

内
の
他
市
町
村
）の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

市
町
村
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
も

「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

成
年
被
後
見
人
な
ど
、
欠
格
事
項
に

該
当
し
な
い
人

　

入
場
整
理
券
は
、
封
筒
1
通
に
6
人

ま
で
の
有
権
者
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
万
一
、
入
場
整
理
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
は
3
月
30
日

（
金
）に
発
送
し
ま
し
た
。

●
投
票
期
間
＝
3
月
31
日（
土
）〜
4
月

7
日（
土
）ま
で
の
毎
日

●
投
票
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

8
時

●
投
票
で
き
る
人
＝
投
票
日
当
日
に
、

仕
事
や
買
い
物
、
旅
行
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
予
定
が
あ
り
、
投
票
所

に
行
け
な
い
人

●
期
日
前
投
票
所

　

市
役
所
4
階
期
日
前
投
票
所

　

下
総
支
所
1
階
期
日
前
投
票
所

　

大
栄
支
所
1
階
期
日
前
投
票
所

　

指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院（
入
所
）中
の
人
は
、
指
定
施
設
内

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
市
外
に
滞
在
中
の
人
は
、
滞

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
障
が
い
の
程
度
が
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
人
、
介
護
保
険
の

要
介
護
状
態
区
分
が「
要
介
護
5
」で
あ

る
人
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交

付
を
受
け
て
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
3
月
9
日（
金
）ま
で
に
市

内
で
転
居
し
た
人
は
、
新
住
所
地
で
投

票
で
き
ま
す
。
3
月
10
日（
土
）以
降
に

住
所
を
変
更
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
者

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の「
選
挙
公

報
」は
、
次
の
7
紙
の
朝
刊
に
折
り
込

み
ま
す
。
折
込
日
は
、
4
月
5
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

●
選
挙
公
報
を
折
り
込
む
新
聞
＝
朝

日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
千
葉
日
報
、

東
京
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
毎

日
新
聞
、
読
売
新
聞

　

こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

人
や
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
次
の
施

設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

利
用
す
る
か
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

●
公
報
を
置
い
て
あ
る
施
設
＝
市
役
所

1
階
行
政
資
料
室
、
下
総
・
大
栄

支
所
、
各
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、

美
郷
台
地
区
会
館
、
成
田
赤
十
字
病

院
、
三
理
塚
御
料
郵
便
局
、
遠
山

郵
便
局
、
三
理
塚
郵
便
局
、
J
A

成
田
市
遠
山
支
所
、
三
理
塚
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
館

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
9
時

15
分
か
ら
市
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

投
票
日
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

投
票
・
開
票
の
速
報
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙

※
成
田
市
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い

て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
市
選
挙
管
理

委
員
会（
☎
22
︲
1
1
1
1
内

線
3
1
5
2
）へ
。

県
議
選
は
4
月
8
日
㈰

市
議
選
は
4
月
22
日
㈰

4
月
8
日（
日
）は
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
、
22
日（
日
）は
成
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
は
わ
た
し
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
貴
重
な
機
会
で
す
。
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

即
日
開
票
さ
れ
ま
す

入
場
整
理
券
は 

封
筒
で
有
権
者
に

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
人
は

期
日
前
投
票
を

病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人
は

不
在
者
投
票
を

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
は

郵
便
等
に
よ
る
投
票
を

選
挙
公
報
は 

新
聞
折
り
込
み
で

市
内
で
転
居
し
た
人
は

投
票
所
に
注
意
を

投
票
時
間
は
、

午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
。
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　平成19年度予算案が3月定例議会で可決されました。
　予算編成に当たっては、1月に執行された市長選挙に伴い骨格予算として編成しま
した。本号では平成19年度当初予算の概要についてお知らせします。

平成19年度当初予算と事業の概要

最少の経費で最大の効果を

予算総額は765億円

「空
そ

港
ら

、交
ふ れ

流
あ い

、希
ゆ

望
め

、創造都市成田」の
実現に向けて

広報なりた2007.4.1 �



　

わ
が
国
の
経
済
は
、
企
業
収
益
が
改

善
し
、
雇
用
情
勢
や
個
人
消
費
に
も
改

善
の
広
が
り
が
見
ら
れ
、
企
業
部
門
の

好
調
さ
が
家
計
部
門
へ
緩
や
か
に
波
及

し
、
民
間
需
要
に
支
え
ら
れ
た
景
気
の

回
復
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
は
健
全
性
を
保
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
成
田
新
高
速
鉄
道

事
業
、
新
清
掃
工
場
お
よ
び
付
帯
施
設

建
設
事
業
、
J
R
成
田
駅
前
・
表
参
道

整
備
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
の
推
進

や
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
成
田
空
港
関
連
事
業
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
の
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
、
今
後
多
額
の
財
政
負

担
が
予
想
さ
れ
財
政
運
営
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、

2
年
目
を
迎
え
た
新
総
合
計
画
の
実
現

に
向
け
て
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
お
知
ら

せ
す
る
六
つ
の
基
本
方
向
に
基
づ
き
重

点
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
効
率
的
な

財
政
運
営
と
財
政
の
健
全
性
の
確
保
を

図
り
な
が
ら
平
成
19
年
度
当
初
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
7
6
4
億
6
、8
6
2

万
円
。
そ
の
内
訳
は
、
骨
格
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
一
般
会
計
で
は
4
8
7
億

円
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、8
億
円（
△

1
・
6
％
）減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
7
会
計
で
2
4
3
億

2
、2
4
7
万
円
。
水
道
事
業
会
計
は

34
億
4
、6
1
5
万
円
で
す
。

一
般
会
計

歳
入

　

歳
入
で
は
、
税
源
移
譲
、
税
制
改
正

に
よ
る
個
人
市
民
税
、
新
増
築
家
屋

の
増
な
ど
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
伸
び

な
ど
、
市
税
全
体
で
は
2
9
0
億
9
、

5
9
3
万
円（
59
・
7
％
）、
前
年
度
と

比
較
し
ま
す
と
15
億
3
、3
0
0
万
円

の
増
収
と
な
る
も
の
で
す
。

　

次
に
国
庫
支
出
金
で
す
が
、
41
億

8
、7
2
2
万
円（
8
・
5
％
）昨
年
よ

り
1
、7
3
5
万
円
の
減
、
市
債
に
つ

い
て
は
学
校
建
設
な
ど
の
終
了
に
よ

り
、
32
億
9
、1
8
0
万
円（
6
・
8
％
）

昨
年
よ
り
4
億
2
2
0
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
前
年
比
3

億
1
、0
5
2
万
円
増
の
1
0
5
億

5
2
1
万
円（
21
・
6
％
）で
ト
ッ
プ
に

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
障
が
い
者
施
設
利
用
支

援
事
業
、
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か

り
事
業
、
福
祉
手
当
、
見
舞
金
支
給
事

業
な
ど
で
す
。

　

2
番
目
は
総
務
費
で
前
年
比
7
億

7
、1
7
3
万
円
増
の
1
0
4
億
9
、

4
8
7
万
円（
21
・
6
％
）と
な
り
、
成

田
新
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
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国民健康保険�…………………………102億2,329万円

　（事業勘定）……………………………100億9,026万円

　 被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際し、必

要な保険給付を行います。

　（施設勘定）��……………………………… 1億3,303万円

　 国保大栄診療所で、医療サービス向上を図るため、

被保険者などに対し診療を行います。

下水道事業�……………………………… 21億5,231万円

　 都市排水施設の整備を行い、市民生活の環境整備を

図ることを目的としています。

公設地方卸売市場�……………………… 2億4,637万円

　 青果物、水産物、生鮮食料品などを安定した価格で

供給し、市民生活の向上を図ります。

老人保健�…………………………………66億5,301万円

　 老人医療受給者に、医療費を給付することを目的と

しています。

介護保険�…………………………………38億5,796万円

　 被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給付

を行います。

農業集落排水事業�……………………… 4億4,029万円

　 農業集落に排水施設を整備し、生活環境の改善を図

ります。

簡易水道事業�……………………………�7億4,924万円

　 給水人口5,000人以下の地区に供給する小規模な水

道事業です。

会計別予算の内訳

一般会計とは、市の基本的な行政を行うための会計で

す。くわしくは6・7ページをご覧ください。

一般会計　487億円

特別会計　243億2,247万円
特別会計とは、特定事業を行う場合に一般会計と区分

して経理する必要のあるときに設ける会計をいいます。

本市では次の7会計が設けられています。

企業会計として「水道事業会計」があります。　　

・水道事業収益（収益的収入）�……………18億4,709万円

・水道事業費用（収益的支出）�…………… 17億1,262万円

・資本的収入�………………………………… 4億743万円

・資本的支出�………………………………17億3,353万円

企業（水道事業）会計
34億4,615万円

平成19年度予算
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保
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　市民の皆さんが今年度に納める予定の市税を一人当た
りに換算すると23万8,237円になります。内訳のトップ
は固定資産税で13万1,513円。次いで市民税9万3,318
円、市たばこ税1万398円となっています。

歳入額487億円

都市計画税
1,563円

固定資産税
13万1,513円

その他市税（軽自動車税など）
1,445円

法人市民税
3万1,849円

市たばこ税
1万398円

個人市民税
6万1,469円

市民一人当たりが負担する税額
238,237円

市税�････････････290億9,593万円　59.7％

国庫支出金････････41億8,722万円　 8.5％

その他�･･･････････ 22億9,136万円　 4.7％

市債�･････････････ 32億9,180万円　 6.8％

諸収入�･･････････ 27億1,238万円　 5.6％

地方消費税交付金�････････ 17億円　 3.5％

県支出金�･････････ 14億9,067万円　 3.1％

分担金及び負担金�･･ 14億6,079万円　 3.0％

地方交付税･･･････････････ 10億円　 2.1％

使用料及び手数料�･･･ 8億8,385万円　 1.8％

地方譲与税�･･･････ 5億8,600万円　 1.2％

内訳

固定資産税･････160億6,170万円

個人市民税････････ 75億723万円

法人市民税･･････ 38億8,966万円

市たばこ税･･････ 12億6,994万円

都市計画税･･･････ 1億9,090万円

その他市税（軽自動車税など）
･････････････････ 1億7,650万円

市税予算額（290億9,593万円）

÷平成19年2月1日現在人口（122,130人）

広報なりた2007.4.1 �



一般会計当初予算額（487億円）
÷平成19年2月1日現在人口（122,130人）

　市民の皆さんに今年度いくら使われる予定かを、下の
イラストで示してみました。市民一人当たり39万8,755
円になります。内訳で一番多いのは、民生費で8万6,017
円。次いで総務費8万5,932円、そして教育費4万8,997
円の順になっています。
　市民一人当たりの負担額（税金）が23万8,237円で、使
われるお金が39万8,755円ですから差し引き16万518円
の不足となります。不足分については、国や県からの支
出金や市債などで賄われます。

一般会計

市民一人当たりに使われるお金
398,755円

公債費�34,741円その他�5,120円

平成19年度予算

その他････････････ 6億2,534万円　 1.3％

民生費････････････105億521万円　21.6％

総務費･･････････104億9,488万円　21.6％

教育費･･･････････ 59億8,401万円　12.3％

土木費･･･････････ 57億8,056万円　11.9％

衛生費･･･････････ 54億6,608万円　11.2％

公債費･･･････････ 42億4,295万円　 8.7％

消防費･･･････････ 27億4,695万円　 5.6％

農林水産業費･････ 14億3,256万円　 2.9％

商工費･･･････････ 14億2,146万円　 2.9％

歳出額487億円

消防費�22,492円 衛生費�44,756円

土木費�47,331円 教育費�48,997円

商工費�11,639円 農林水産業費�11,730円

総務費�85,932円 民生費��86,017円

� 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



今年度行う基本方向に基づく主な事業を紹介します

5 月開校に向け、建設が進む生涯大学校

※平成19年度予算についてくわしくは
　財政課（☎20-1512）へ。

市民が地域文化を愛し、
次代を担う心豊かな人材を育む

英語科研究開発事業･･････････････････1億1,919万円
学校適正配置検討事業･････････････････････ 500万円

学校規模の格差が拡大してきたことを受け、市内全
域の学校適正配置を再検討します。
個性を生かす教育推進事業････････････1億6,417万円
　一人ひとりの能力・適性に応じた教育を推進します。
中学校屋内運動場耐震補強事業････････1億5,366万円
中学校大規模改造事業････････････････1億1,206万円
生涯学習会館管理事業･････････････････････ 293万円
生涯大学校施設整備事業･････････････････ 2,930万円
　囲護台地先に生涯大学校を移転し、5月に開校します。
国民体育大会開催事業･････････････････････ 317万円

平成22年に千葉県内で開催される第65回国民体育大
会の準備を行います。
スポーツ広場等整備事業･････････････････ 1,500万円
野球場整備事業･･････････････････････1億5,245万円

大栄地区に野球場を整備するため、実施設計などを
行います。

市民と行政が協働する
効率的な自治体運営を行う

集会施設等維持管理事業･････････････････ 1億28万円
電子自治体推進事業･･･････････････････････ 529万円

8月から、インターネットを通して一部の申請や届
け出が可能となります。
庁舎改修事業･････････････････････････････ 777万円
行政評価事業･････････････････････････････ 500万円

事務事業および政策・施策評価を実施します。また、
市民満足度調査を行い評価に活用します。

市民が安全、安心、快適に
暮らせる生活環境をつくる

地域防災計画策定事業･････････････････････ 832万円
防犯啓発事業･･･････････････････････････ 1,849万円
地域安全対策事業･･･････････････････････ 1,952万円

市内の防犯巡回パトロールおよび通学路の防犯パト
ロールを行います。

準用河川整備事業････････････････････1億1,228万円
江川 140m（江川第1橋架替を含む）および長津川80m
の整備を行います。

（仮称）公津分署整備事業･･････････････2億4,516万円
航空機騒音地域補助事業････････････････1億422万円
民家防音家屋等維持管理費補助事業････3億1,092万円
環境基本計画推進事業･････････････････････ 300万円

環境保全施策を総合的に推進するため、新基本計画
を策定します。

一般廃棄物処理基本計画策定事業･･･････････ 950万円
新清掃工場・付帯施設整備事業･･･････････ 9,942万円

高次の安全性や公害防止機能、効率的な廃棄物処理
機能を備えた施設を整備します。また、余熱を利用
した温浴施設および多目的広場などを整備します。

生活道路整備事業････････････････････7億1,224万円
（仮称）環境展示ホール整備事業･････････････ 500万円

移転跡地を活用した（仮称）環境展示ホールの実施設
計を行います。

下水道事業特別会計繰出金････････････7億2,394万円
簡易水道事業会計出資金・負担金･･････2億1,600万円
水道事業会計出資金・負担金･･････････1億5,123万円

下校時間にあわせ巡回する防犯パトロール車
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平成19年度予算

今年度行う基本方向に基づく主な事業を紹介します

世界との交流拠点として
市民が誇れる都市をつくる

成田新高速鉄道アクセス事業･････････34億9,931万円
平成22年度開業に向け、用地購入や鉄道建設経費に
対し出資および補助します。

（仮称）土屋駅整備事業･･･････････････････ 1,000万円
成田新高速鉄道整備に合わせ、土屋地区に新駅設置
の実現に向けた調査を行います。

（仮称）ニュータウン北駅周辺（南側）、湯川線整備事業
　･･････････････････････････････････1億3,297万円

成田新高速鉄道の開業に合わせて、駅前広場および
アクセス道路などの整備を行います。
コミュニティバス運行事業･･････････････1億908万円

遠山、大室・小泉、水掛、豊住、しもふさ循環、津
富浦ルートを運行します。
幹線道路整備事業･･････････････････････6億840万円
表参道整備事業･･････････････････････3億1,143万円
　建物のセットバックにより、歩行者空間を確保します。
大
おお

蕪
かぶ

新
しん

宮
ぐう

線整備事業･･････････････････2億8,223万円
　中台地区から玉造地区までの494mを整備します。
赤坂台方線整備事業･･････････････････1億5,539万円

公津西土地区画整理事業区域から国道464号までの
1,300mを整備します。

（仮称）印旛沼簡易パーキング関連施設整備事業�････ 1,000万円
印旛沼とふれあう関連施設整備の基本構想を策定し
ます。

市民がいきいき働く
活力ある産業を育てる

（仮称）下総親水広場整備事業･･･････････････ 500万円
「ふるさと産品マーケット誘致事業」を具現化するた
めの基本計画を策定します。
観光循環バス運行事業･･･････････････････ 1,493万円

JR成田駅から新勝寺などの市街地や空港を循環する
レトロ調のバスを運行します。
観光活性化事業･････････････････････････ 1,408万円
水田農業構造改革対策事業･･･････････････ 9,837万円
農道整備事業･･････････････････････････1億380万円
排水路整備事業････････････････････････2億770万円
中小企業資金融資事業･･･････････････10億4,119万円

中小企業の資金調達の円滑化を図ります。
公設地方卸売市場特別会計繰出金･････････ 9,227万円
農業集落排水事業特別会計繰出金･･････1億4,069万円

市民一人ひとりの健康で
生きがいを持った生活をささえる

指定介護予防支援事業･･･････････････････ 3,511万円
要支援者に、自立の向上を目指した介護予防のマネ
ジメントを行います。
障がい者施設利用支援事業････････････4億4,828万円
ファミリー・サポート・センター推進事業････ 61万円
乳幼児健康支援一時預かり事業･････････････ 740万円

集団保育や家庭での保育が受けられない、病児・病
後児の保育を行います。
乳幼児医療対策事業･･････････････････2億5,072万円

小学校就学前の乳幼児の通院および入院医療費を助
成します。
障がい者地域生活支援事業････････････1億7,315万円
AED設置事業�････････････････････････････ 441万円

公共施設に18台、市民団体主催行事への貸出用3台
を整備します。
健康診査事業･･･････････････････････････ 8,992万円

生活習慣病の早期発見・治療を目的に健康診査を実
施します。
国民健康保険（事業勘定）特別会計繰出金
　･････････････････････････････････11億2,799万円
老人保険特別会計繰出金･･････････････5億3,936万円
介護保険特別会計繰出金･･････････････5億6,515万円

平成19年度予算

建物のセットバックにより整備される表参道

市街地と空港を結
ぶ観光循環バス

1 2

3
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成田市行政組織図

市
長

会
計
管
理
者

（平成19年4月1日現在）

企画政策部

企　画　課
（事務管理室）
秘　書　課
広　報　課

（国際交流室）
人　事　課

総　務　課
情報推進課
財　政　課
税　務　課

（収税推進室）
資産税課
管　財　課
工事検査課
地域振興課
空港対策課

防災対策課
交通防犯課

市民課
保険年金課

（大栄診療所）
市民支援課

（市民相談室）
環境計画課
環境対策課
クリーン推進課
環境衛生課

社会福祉課
（愛光園）
高齢者福祉課

（老人福祉センター）
障がい者福祉課

（簡易マザーズホーム）
児童家庭課

（保育園）
介護保険課
健康増進課

商工観光課
農　政　課
卸売市場

土　木　課
道路維持課
用　地　課
営　繕　課
下水道課

都市計画課
建築指導課
再開発課
公園緑地課
街　路　課
区画整理課

会　計　室

総務部

空港対策部

市民部

生活安全部

都市部

環境部

保健福祉部

経済部

土木部

下総支所

大栄支所

総　務　課

税　務　課
生活環境課
住　民　課

福　祉　課
農産土木課

総　務　課

税　務　課
生活環境課
住　民　課

福　祉　課
農産土木課

総務、管財、空港対策、
会計関係
税務、資産税関係
防災、交通・防犯、環境関係
戸籍、住基、国保、年金、
市民支援関係
福祉、介護保険関係
商工観光、農政、道路・河川、
都市計画、公園緑地関係
総務、管財、空港対策、
会計関係
税務、資産税関係
防災、交通・防犯、環境関係
戸籍、住基、国保、年金、
市民支援関係
福祉、介護保険関係
商工観光、農政、道路・河川、
都市計画、公園緑地関係

教育委員会

管理者

消防本部

業　務　課
工　務　課
簡易水道課
事　務　局
事　務　局
事　務　局

教育総務課
学校施設課
学　務　課

（幼稚園）
教育指導課

（教育センター）
（教育支援センター）
学校給食センター
小　学　校
中　学　校

生涯学習課
（文化振興室）
（三里塚御料牧場記念館）
（下総歴史民俗資料館）
生涯スポーツ課

（国体推進室）
公　民　館
図　書　館

（視聴覚サービスセンター）

総　務　課
予　防　課
警　防　課
通信指令課

成田消防署ー飯岡分署
赤坂消防署
三里塚消防署ー空港分署
大栄消防署ー下総分署

水道事業

議　　会
監査委員
農業委員会

選挙管理委員会

消　防

水道部

教育総務部

生涯学習部

署

事　務　局

教育長

消防長

副
市
長
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成田市役所と支所のご案内

※市外局番は「0476」です　■業務時間＝午前8時30分～午後5時30分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

【住所】〒286-8585
　成田市花崎町760番地

【代表電話番号】22-1111
【代表FAX番号】24-1655

本庁舎（図A）

おしらせ
4月1日から市役所の業務時間が変わりました。
業務時間＝午前8時30分～午後5時30分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

※くわしくは人事課
　（☎20-1505）へ。

課　名 業務内容 下総支所 大栄支所

総 務 課
総務、管財、空港対策など 96-1111 73-8061

窓口収納など 96-1111 73-8070

税 務 課 納税・各種税務証明書の交付など 96-1113 73-8069

生 活 環 境 課 交通安全・防犯・防災・環境な 96-1116 73-8062

住 民 課 戸籍・住民票・国保・年金・市民相談など 96-1115 73-8066

福 祉 課 生活保護・福祉・介護など 96-1114 73-8065

農 産 土 木 課 商工観光・農林業・市道の維持管理など 96-1112 73-8063

農業委員会事務局 農家証明・農地に関する申請・相談など 96-1112 73-8064

【住所】〒289-0192 成田市猿山1080番地
【代表電話番号】96-1111
【代表FAX番号】96-1306

大栄支所下総支所 【住所】〒287-0292 成田市松子366番地
【代表電話番号】73-2111
【代表FAX番号】73-2110

■業務時間＝午前8時30分～午後5時30分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

成田市役所

おしらせ

行政棟（東側） 行政棟（西側）

大会議室 6 中会議室

都市計画課（☎20-1560）
用地課（☎20-1554）
再開発課（☎20-1561）
道路維持課（☎20-1551）

建築指導課（☎20-1564）
土木課（☎20-1550）
営繕課（☎20-1552）
下水道課（☎20-1553）

5

教育長室
教育総務課（☎20-1580）
学校施設課（☎20-1585）
教育指導課（☎20-1582）
学務課（☎20-1581）
監査委員事務局

（☎20-1572）

生涯学習課・文化振興室
（☎20-1583）

生涯スポーツ課・
国体推進室（☎20-1584）

議会棟

交通防犯課（☎20-1527）
防災対策課（☎20-1523）

管財課（☎20-1515）
財政課（☎20-1512）
土地開発公社（☎20-1517）
総務課・選挙管理委員会
事務局（☎20-1510）
工事検査課（☎20-1516）

4
商工観光課（☎20-1540）
農政課（☎20-1541）
農業委員会事務局

（☎20-1573）

街路課（☎20-1565）
公園緑地課（☎20-1562）
区画整理課（☎20-1563）
情報推進課（☎20-1511）

傍聴席

記者クラブ

企画課・事務管理室
（☎20-1500）

広報課・国際交流室
　　　　　（☎20-1503）
人事課（☎20-1505）
地域振興課（☎20-1520）
空港対策課（☎20-1521）

3
秘書課（☎20-1502）
市長室
助役室
庁議室

（
通
路
）

議場
委員会室
議員控室
執行部控室

税務課・収税推進室
　　　　（☎20-1513）
資産税課（☎20-1514）

2

消費生活センター
　　　　　（☎23-1161）
クリーン推進課
　　　　　（☎20-1530）
環境衛生課（☎20-1531）
環境計画課（☎20-1533）
環境対策課（☎20-1532）

市民支援課・
市民相談室（☎20-1507）

（
通
路
）

議会事務局（☎20-1570）
議会運営委員会室
正・副議長室
議員控室

会計室（☎20-1571）
行政資料室（☎20-1504）
総合案内所　　市民ロビー
指定金融機関窓口（千葉銀行成田出張所）
キャッシュコーナー（千葉銀行・千葉信用金庫）

1
市民課（☎20-1525）
保険年金課（☎20-1526）
介護保険課（☎20-1545）

福祉事務所（☎20-1536）
社会福祉課（☎20-1536）
児童家庭課（☎20-1538）
高齢者福祉課

（☎20-1537）
障がい者福祉課

（☎20-1539）

消防本部総務課（☎20-1590）
予防課（☎20-1591）
警防課（☎20-1592）　消防署（☎20-1594）

B1 守衛室（休日夜間受付・☎22-1111） 食堂
売店

通信指令課（☎20-1593） B2
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
妊
婦

さ
ん
や
乳
幼
児
の
保
護
者
の
た
め
の
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
事
業

会
場
：
保
健
福
祉
館

◆
母
親
学
級（
予
約
制
）

　

初
め
て
お
母
さ
ん
に
な
る
人
を
対
象

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
妊
娠
中
を
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
、
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
勉
強

し
て
み
た
い
人
、
近
所
の
友
達
を
見
つ

け
た
い
人
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
互
い
の
悩
み
や
楽
し
み
を
話
し
な

が
ら
、
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
毎
月
第
1
〜
第
4
火
曜
日（
全

4
回
）　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30

分（
第
3
回
は
午
前
10
時
か
ら
）

内
容
＝
産
科
医
師
・
助
産
師
に
よ
る
出

産
に
つ
い
て
の
話
、
歯
科
医
師
に
よ

る
歯
科
検
診
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
調

理
実
習
な
ど

◆
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス（
予
約
制
）

　

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
夫

婦
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す（
妊
婦
さ
ん
一
人
で
も
参
加
で
き
ま

す
）。

　

お
風
呂
実
習
で
は
、
安
心
・
安
全
に

赤
ち
ゃ
ん
を
お
風
呂
に
入
れ
る
ち
ょ
っ

と
し
た
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
希

望
す
る
お
父
さ
ん
を
対
象
に
妊
婦
さ
ん

の
気
持
ち
が
体
験
で
き
る
妊
娠
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
気

持
ち
の
準
備
も
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
4
・
6
・
8
・
10
・
12
・
2
月

の
第
2
水
曜
日　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時
、
お
よ
び
5
・
7
・
9
・
11
・

1
・
3
月
の
第
2
土
曜
日　

午
前
9

時
30
分
〜
正
午

乳
幼
児
の
た
め
の
事
業

会
場
：
保
健
福
祉
館

◆
育
児
相
談

　

生
後
4
カ
月
児
・
10
カ
月
児
の
育
児

全
般
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

期
日
・
対
象
＝「
広
報
な
り
た
」各
号
の

保
健
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
掲
載

（
対
象
者
に
は
育
児
相
談
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
）

＊
体
調
が
良
く
な
い
と
き
や
都
合
が
つ

か
な
い
と
き
は
、
翌
月
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
健
康
増
進
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
＝
午
前
9
時
〜
9
時
30
分
、

午
後
1
時
〜
1
時
30
分

相
談
内
容
＝
身
体
計
測
、
運
動
・
精
神

面
の
発
達
相
談
、
保
健
・
栄
養
・
歯

科
相
談
、
理
学
療
法
士
相
談（
10
カ

月
児
の
み
）

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
育
児
相
談

票
、
歯
ブ
ラ
シ（
10
カ
月
児
の
み
）

◆
か
ら
だ
の
発
達
相
談（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
の
首
の
す
わ
り
や
、
歩
き

始
め
が
遅
い
な
ど
、
子
ど
も
の
体
の
発

達
で
心
配
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
小
児

発
達
の
専
門
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
5
月
17
日
、
7
月
12
日
、
9
月

13
日
、
11
月
29
日
、
平
成
20
年
1
月

17
日
、
3
月
13
日
の
木
曜
日

受
付
時
間
＝
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30

分

会
場
：�

下
総
・
大
栄
分
館

◆
母
子
総
合
相
談（
予
約
制
）

　

乳
幼
児
の
発
達
や
育
児
な
ど
に
つ
い

て
心
配
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
保
健

師
・
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
左
表

母

子

保

健

事

業

の

紹

介

妊
婦
さ
ん
や

乳
幼
児
の
保
護
者
を

支
援
し
て
い
ま
す

※�

こ
の
ほ
か
に
も
乳
幼
児
健
診
や

予
防
接
種
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
健
康
増
進

課（
☎
27
︲
1
1
1
1
）、
下
総

分
館（
☎
96
︲
1
1
0
8
）、
大

栄
分
館（
☎
73
︲
6
8
8
1
）へ
。

　 期日
受付時間

下総分館 大栄分館
● 4月20日（金） 午後1時30分～2時30分

午前10時～11時
★言語聴覚士による言葉の相談
も同時に実施しています（予約
制・大栄分館のみ）

5月16日（水） 午前10時～11時
● 6月 1日（金） 午後1時30分～2時30分

7月11日（水） 午前10時～11時
● 9月14日（金） 午後1時30分～2時30分

10月22日（月） 午前10時～11時
11月14日（水） 午前10時～11時

● 12月 3日（月） 午後1時30分～2時30分
● 平成20年2月25日（月） 午後1時30分～2時30分

3月24日（月） 午前10時～11時

母子総合相談日程 ●の日は歯科衛生士もいます

　乳幼児の保健対策の充実と保護者の経済的負担の軽減を図る
ため、市では医療費の一部を助成しています。
　県内の契約医療機関で受診するとき、市から交付された「受給
券」と健康保険証を提示すると自己負担が一定額または無料にな
りますので、あらかじめ受給券の交付を受けてください。
　受給券の申請は、乳幼児が加入している健康保険証と印鑑、
世帯全員の住民税課税証明書（平成18年1月1日に成田市に住民

登録がない人のみ）を持って、健康増進課（保健福祉館・下総・
大栄分館）へお越しください。
　なお、県内の契約医療機関以外および県外の医療機関で受診
した場合は別の手続き（償還払い）で精算することができます。
対象＝小学校就学前の乳幼児の保険が適用される医療費
自�己負担額＝通院…1回に付き200円、入院…1日に付き200円、

調剤…自己負担なし
＊ ただし、乳幼児の属する世帯全員の住民税が非課税または均

等割のみ課税の場合は自己負担なし
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

こんな制度
も

あります 乳幼児医療費助成制度
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狂犬病の集合予防注射

11日から市内62カ所で実施
　狂犬病の予防注射は毎年受ける必要があります。予防注射は、開業
獣医師か表2の集合予防注射会場で受けてください。予防注射に掛かる
費用は表1のとおりです。
○�開業獣医で予防注射を受ける人－注射が終わったら「注射済証」を

持って、市の窓口で「注射済票」の交付を受けてください。
○�集合予防注射会場で予防注射を受ける人－市から送付された通知書
（問診票を記入）を持参してください。また、注射と新規登録の手続
きをする人は、飼い主の住所・氏名・電話番号・犬の種類・呼び名・
生年月日・毛色・性別・体格を記入したメモを持参してください。
○�ほかの市町村に登録のある犬を飼っている人－集合会場では受け付

けできません。開業獣医で予防注射を受けるか、鑑札などを用意し、
環境衛生課または下総・大栄支所生活環境課で登録の変更手続きを
済ませた後、集合予防注射を受けてください。

月  日 会               場 時　間 月　日 会               場 時　間

4月11日(水)

三里塚第一公園(三里塚消防署隣) 9:30 ～ 10:50

4月19日(木)

美郷台地区会館 9:30 ～ 10:10

西三里塚共同利用施設 11:00 ～ 11:40
引地近隣公園（吾妻ショッピングセン
ター隣）

10:25 ～ 11:35

新駒井野共同利用施設 13:00 ～ 13:30 公津公民館 13:00 ～ 13:45

遠山公民館 13:45 ～ 14:30 大作台公園(公津の杜4丁目) 14:00 ～ 14:30

4月12日(木)

いずみ聖地公園 9:30 ～ 10:00

4月24日(火)

橋賀台公園（橋賀台2丁目） 9:30 ～ 10:20

大室共同利用施設 10:15 ～ 10:45 外小代公園駐車場（玉造2丁目） 10:35 ～ 11:30

十余三共同利用施設 11:00 ～ 11:30 新山児童公園(玉造6丁目) 13:00 ～ 13:35

中郷公民館駐車場 13:00 ～ 13:30 中台陸上競技場 13:50 ～ 14:30

土屋山車倉前 13:45 ～ 14:30

4月25日(水)

新田共同利用施設 9:15 ～ 9:35

4月13日(金)

並木町公民館 9:30 ～ 10:10 吉岡第二共同利用施設 9:50 ～ 10:15

飯田町琴平神社 10:25 ～ 11:30 大栄ニュータウン集会所 10:25 ～ 10:55

八生公民館 13:00 ～ 13:20 吉岡ふれあい館 11:10 ～ 11:30

坂田ヶ池総合公園駐車場 13:30 ～ 13:50 津富浦第一農業集落センター 13:00 ～ 13:20

船形公民館 14:05 ～ 14:30 稲荷山ふれあいの家 13:30 ～ 13:50

4月16日(月)

JA成田市農業機械センター（宝田） 10:00 ～ 10:30 リバティヒル集会所 14:05 ～ 14:30

豊住公民館 10:45 ～ 11:30

4月26日(木)

大栄十余三構造改善センター 9:15 ～ 9:35

磯部共同利用施設 13:00 ～ 13:30 多良貝共同利用施設 9:50 ～ 10:15

成田国際文化会館玄関前 13:50 ～ 14:30 一坪田多目的集会施設 10:30 ～ 10:50

4月17日(火)

常福寺（名木） 9:15 ～ 9:35 前林公民館 11:05 ～ 11:30

青山コミュニティ 9:50 ～ 10:10 官林公民館 13:00 ～ 13:20

外記林団地入口広場 10:25 ～ 10:45 馬乗里スポーツ公園 13:35 ～ 14:15

ＪＡかとり小御門出張所 11:00 ～ 11:30

4月27日(金)

柴田共同館 9:45 ～ 10:05

日豊団地コミュニティ 13:00 ～ 13:25 奈土公民館 10:20 ～ 10:45

ビバランドコミュニティ 13:35 ～ 13:55 長興院駐車場 11:00 ～ 11:30

成井コミュニティ 14:05 ～ 14:30 所二公民館 13:00 ～ 13:20

4月18日(水)

高青年館 9:15 ～ 9:40 所公民館 13:35 ～ 13:55

小浮コミュニティ 9:55 ～ 10:20 村田ふれあいの家 14:10 ～ 14:30

大和田コミュニティ 10:30 ～ 10:50

4月28日(土)
大栄支所 9:15 ～ 10:15

滑川共同利用施設 11:05 ～ 11:30 下総支所 10:35 ～ 11:30

新川共同利用施設 13:00 ～ 13:20 成田市役所 13:00 ～ 14:30

西大須賀共同利用施設 13:30 ～ 13:55

芙蓉邸街共同利用施設 14:10 ～ 14:30

新　規 注射のみ
新規登録手数料 3,000円 　－
注射済票交付手数料 550円 550円
注射代（獣医師会へ） 2,800円 2,800円

合　計 6,350円 3,350円

予防注射にかかる費用（表1）

平成19年度狂犬病集合予防注射日程表（表2）

※�くわしくは環境衛生課（☎20-1531）、下総支所生
活環境課（☎96-1116）、大栄支所生活環境課（☎
73-8062）へ。

1� 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



ば市民 ろひの

な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
試
合
中
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
打
ち
勝
つ
だ
け
で
な
く
、
自
主
練
習

や
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
た
め
に

も「
自
分
に
負
け
な
い
強
い
心
」を
持
つ

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
公
式
戦
が
始
ま
り
ま
す
が

こ
の
部
活
動
を
通
じ
て
築
き
上
げ
て
き

た
絆
を
大
切
に
し
て
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
県
大
会
出
場
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
に
は
新
入
生
も
入
部
し

て
く
る
の
で
、
そ
の
手
本
に
な
る
よ
う

な
精
神
力
や
技
術
を
身
に
付
け
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
、
吾
妻
中
学
校
野
球
部

は
２
年
生
10
人
、
３
年
生
７
人
の
男
子

17
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
練
習
は
、
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
や

ト
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
基
本
練
習
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
フ
リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
連
携
プ

レ
ー
な
ど
、
よ
り
実
戦
に
近
い
形
で
の

練
習
に
も
取
り
組
み
、
近
隣
の
中
学
校

と
の
練
習
試
合
に
も
出
掛
け
る
予
定
で

す
。

　

指
導
し
て
く
だ
さ
る
顧
問
の
大
塚
先

生
は
、「
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
し
っ

か
り
持
っ
て
、
そ
の
目
標
を
目
指
し
た

練
習
を
各
自
工
夫
し
て
行
う
よ
う
に
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
先
生
の
指
導
の

下
、
わ
た
し
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
練
習

を
漠
然
と
こ
な
す
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
が
持

つ
意
味
を
よ
く
考
え
て
取
り

組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
に
足
ら
な
い
と
思
う
と

こ
ろ
を
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
素

振
り
な
ど
自
主
練
習
で
補
う

な
か
ま
と
一
緒
71

自
分
に
負
け
な
い
強
い
心
を
持
っ
て

吾
妻
中
学
校
野
球
部

クラブ
訪問 71

チームの絆を大切に

苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
3
品

を
完
成
。
中
で
も
、
太
巻
き
寿
司
は
桃

の
花
が
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
、
か
わ
い
ら

し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
肝
心
の
味

は
と
い
う
と
、
こ
ち
ら
も
文
句
な
し
に

合
格
点
。
今
度
は
、
家
族
一
緒
に
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
ま
た
、
台
所
を
預

か
る
身
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
家
庭
料
理

の
大
切
さ
。
加
工
品
や
冷
凍
食
品
が
食

卓
に
並
ぶ
こ
と
が
多
い
現
在
、
食
の
安

全
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、
料
理
を
通
じ

て
生
ま
れ
る
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
家
庭
料
理
の
持
つ
、
そ
う
し
た
大

切
な
も
の
を
若
い
人
や
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
く
─
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち

大
人
の
役
割
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
手

間
ひ
ま
掛
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
手
軽
に
で
き
る
も
の
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
月
第
4
月
曜
日

に
中
央
公
民
館
の
調
理
室
で
家
庭
料
理

を
楽
し
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
教

え
て
く
れ
る
の
は
、
管
理
栄
養
士
の
資

格
を
持
つ
、
安
藤
保
江
先
生
。
食
材
の

生
か
し
方
な
ど
、
専
門
家
な
ら
で
は
の

視
点
で
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
作
っ
て
い
る
の
は
、

味
は
も
ち
ろ
ん
、
カ
ロ
リ
ー
や
調
味

料
に
も
こ
だ
わ
っ
た
体
に
優
し
い
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
以
前
は
、「
1

食
あ
た
り
5
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
・
塩

分
は
3
・
5
グ
ラ
ム
ま
で
！
」と
意
気

込
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
は
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
限
ら
れ
、
気
持
ち
の
上

で
も
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
、「
楽
し
く
・
お
い
し
く
食
べ
る
こ

と
が
一
番
」と
多
少
の
カ
ロ
リ
ー
オ
ー

バ
ー
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
桃
の
花
の
太
巻
き
寿
司
と

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
吉
野
汁
、
デ
ザ
ー
ト

に
わ
ら
び

餅
を
作
っ

て
み
ま
し

た
。
限
ら

れ
た
時
間

の
中
、
細

か
い
作
業

の
連
続
に

手軽にヘルシーな家庭料理を
さくらの会（料理）

練習の持つ意味を考えて

このとろみがポイントよ

ヘルシー料理で健康に

広報なりた2007.4.1 1�



抱川市

韓国

ソウル

釜山

済州島

ば市民 ろひの
スクスクのびのび 330ペット大好き 106

家
族
や
近
所
総
出
で

キ
ム
チ
づ
く
り

ふるさとトーク 141

　好きな食べ物はチョコとぶど

う！遊びはブランコとおはじき

が好きなの。大きくなったら歯

医者さんになりたいな。（花奈）

　家族ごっこをして遊んだよ。

私はおねえちゃんの役なんだ。

今はプール教室を頑張っている

の。もぐるのが楽しいな！（優佳）

徳村�花
か

奈
な

ちゃん（4歳・左）中台

岩立�優
ゆう

佳
か

ちゃん（4歳・右）

韓国・抱
ポ

川
チョン

市

　よく食べ、よく眠る毎日を送っ

ているりこの楽しみは、1日1回

のお散歩。出掛ける時間を覚

えていて、おねだりします。知

らない人にはよく吠える活発な

性格ですが、寂しがりな一面も

あって、お客さんの帰り際など

は、引き止めるようにワンワン

鳴いてお見送りするんですよ。

　

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
真
冬
の

キ
ム
チ
づ
く
り
。
一
軒
の
家
で
白
菜
を

二
百
〜
三
百
個
使
い
ま
す
。
家
族
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
近
所
の
人
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
一
気
に
漬
け
ま
す
。
現
在
で

は
キ
ム
チ
専
用
の
冷
蔵
庫
が
あ
り
ま
す

が
、
昔
は
庭
に
穴
を
掘
り
「
は
が
り
」

と
呼
ば
れ
る
1
ｍ
以
上
も
あ
る
大
き
な

陶
器
の
入
れ
物
に
詰
め
保
存
し
ま
し
た
。

　

成
田
に
移
り
住
み
約
20
年
。
生
活
環

境
が
整
備
さ
れ
、
と
て
も
便
利
で
住
み

や
す
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
然

が
多
く
そ
し
て
き
れ
い
な
町
で
す
ね
。

今
で
は
成
田
が
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
韓
国
の
首

都
ソ
ウ
ル
の
北
に
位
置
す
る
抱ポ

川チ
ョ
ン

市

で
す
。
昔
は
山
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
田

舎
で
し
た
が
、
今
で
は
豊
か
な
自
然
観

光
資
源
を
も
と
に
、韓
国
北
部
の
経
済・

文
化
・
観
光
の
中
心
都
市
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

町
の
景
観
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら

な
い
の
が
人
々
の
情
の
厚
さ
や
優
し
さ

で
す
。
韓
国
は
両
親
や
目
上
の
人
を
と

て
も
大
切
に
す
る
お
国
柄
。
お
正
月
に

は
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
て
、
近
所
の
お

年
寄
り
を
年
の
順
に
一
軒
一
軒
挨あ

い

拶さ
つ

に

回
り
ま
す
。
お
礼
に
手
に
持
ち
き
れ
な

い
ほ
ど
の
お
菓
子
を
貰
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
月
料
理
の
定
番

と
い
え
ば
「
ト
ッ
ク
」。
お
雑
煮
の
こ

と
で
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
作
る
韓
国
を

代
表
す
る
家
庭
料
理
の
一
つ
で
す
。

故郷の白菜畑で妹と

富澤�清子さん（滑川）

　　�りこ（メス）

増
田
賢よ

ん

淑し
ゅ
く

さ
ん（
本
城
）

　音楽が大好き！二人で歌った

り踊ったりして遊ぶのが楽しい

よ。今はピアノを練習中なの。

ピアノの先生みたいに上手に弾

けるようになりたいな。梨実は

私の真似っこが大好きなんだ。

まるで私になりたいみたい⁉

塙　桃
もも

果
か

ちゃん（6歳・左）中台

　　梨
り

実
み

ちゃん（3歳・右）

※「こんにちは赤ちゃん」はお休みします。

1� 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



TO
P
IC
S
　
N
A
R
IT
A

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
り
た

稲
荷
山
遺
跡
出
土
の﹁
七
星
剣
﹂

下
総
歴
史
民
俗
資
料
館
で
特
別
展
示

住民票と印鑑登録証明書

自動交付機の導入で便利に
　市役所1階市民課前ロビーと三里塚コミュニティセンターに、
住民票の写しと印鑑登録証明書が取得できる自動交付機が設置
され、3月1日から稼動しています。自動交付機を利用するには、
暗証番号が登録された専用カードを事前に取得する必要があり
ますが、申請書の記入が不要になるなど、待ち時間も大幅に短
縮できます。自動交付機利用者の一人目となった公津の杜の杜
川さんは「簡単な操作で、すぐに取れました。待たなくて済むの
がいいですね」と話していました。

　

市
内
稲と
う

荷か

山や
ま

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
七
星
剣

が
、
3
月
6
日
か
ら
18
日
ま
で
下
総
歴
史
民
俗

資
料
館
で
一
般
公
開
さ
れ
、
貴
重
な
出
土
品
を

一
目
見
よ
う
と
期
間
中
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
七
星
剣
と
は
、
刀
身
に
北
斗
七
星
の
象ぞ
う

嵌が
ん

が
あ
し
ら
わ
れ
た
も
の
で
、
国
宝
の「
聖
徳
太

子
御ご

佩は
い

用よ
う

の
剣
」（
四
天
王
寺
伝
来
）が
特
に
有

名
。
国
内
で
は
、
数
振
り
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
伝
世
品
で
発
掘
調
査
に
よ
り
出

土
し
た
も
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
11
日
に

は
、
職
員
に
よ
る
展
示
解
説
も
行
わ
れ
、
会
場

を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
七
星
剣
に
ま
つ
わ
る
謎

め
い
た
話
に
聞
き
入
り
、
悠
久
の
ロ
マ
ン
に
想

い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

じっと七星剣を覗き込む見学者

タッチパネルで簡単に発行

公津の杜小学校校歌校章制定式

新学期に向けて校歌と校章が完成
　昨年4月に開校した公津の杜小学校の校歌と校章が決まり、3月6日、
全校児童が参加して制定式が行われました。式典では、「ひかりかがや
く公津の杜よ」で始まる校歌の作詞を手掛けた㈶東京子ども図書館理
事長松岡享子先生と作曲を手掛けた桐朋学園大学講師塩㟢美幸先生、
校章をデザインした公津の杜小の武田涼先生からそれぞれ作成に込め
た思いが語られました。また、全校児童による合唱に続き、代表して6
年の鈴木健太さんと5年の鈴木美樹さんが「校歌と校章に込められた思
いを受け取り、いつまでも大切にしていきます」と決意を語りました。

校歌・校章に込めた思いを大切に

平安時代のものと推定される稲荷山遺跡から出土した七星剣

広報なりた2007.4.1 1�



　3月3日と4日の両日、第8回演劇フェスティバル「NARITA 
ACT WAVE」が開催され、会場の国際文化会館には2日間で
約800人の観客が詰め掛けました。今回の演目は、一般公募
で集まった成田市民劇団による創作劇第2弾「川のこちらの
…」。昨年から約半数の団員が残ったことで、前回よりもさら
に密度の濃い練習を重ねてきました。物語は、死後の世界の
三途の川のほとりへ、まだ死んでいない女の子が来てしまっ
たシーンから展開。いじめ問題なども絡めた暗くなりそうな
テーマを明るく希望に満ちた結末へと、熱演で力強く引っ張っ
ていった劇団員。終演後、観客を見送る彼らの目には、やり
遂げた涙が光っていました。

第8回演劇フェスティバル

成田市民劇団 創作劇
「川のこちらの…」

宝
田
・
愛
宕
神
社
と
医
王
寺
の
祭
礼

県
内
外
か
ら
大
勢
の
参
拝
客
が

　

火
ほ
む
す
び
の
か
み

結
神
を
祀ま
つ

り
、
昔
か
ら「
火
伏
せ
の
神
様
」と
し
て
知
ら
れ
る
宝
田
の
愛
宕
神
社
と

医
王
寺
で
2
月
24
日
、
盛
大
に
祭
礼
が
行
わ
れ
、
印
旛
郡
内
は
も
と
よ
り
県
内
や
茨
城

県
な
ど
か
ら
約
5
、0
0
0
人
以
上
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
中
で
も
千
葉
市
か
ら

は
大
型
バ
ス
を
連
ね
て
や
っ
て
来
る
ほ
ど
で
、
そ
れ
は
戦
時
中
の
空
襲
の
際
、
大
火
が

愛
宕
様
の
お
札
が
貼
っ
て
あ
る
家
の
手
前
で
鎮
火
し
た
と
い
う
霊
験
談
に
よ
る
の
だ
と

か
。
当
日
の
参
道
に
は
露
店
が
並
び
、
普
段
静
か
な
田
園
地
帯
が
と
て
も
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

信者であふれる医王寺

人波が絶えない愛宕神社

消費者講演会“健康は笑いから”

笑いは健康のみなもと
　落語家の三笑亭夢之助さんを講師に迎え、“健康は
笑いから”をテーマに消費者講演会（主催は成田市・
東京電力株式会社成田支社）が、3月10日に市役所で
開催されました。講演の内容は、長寿世界一だった泉 
重千代さんを取材した話や認知症に関するデータや予
防について、噺

はなし

家ならではの洒落やユーモアを効かせ
た話術で会場を爆笑の渦に包みました。

嵐の後に希望の光が差し込んで

満員となった会場が笑いで包まれる

三笑亭夢之助さん

1� 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



暮
ら
し
の

お
知
ら
せ

Information

転
入
・
転
居
・
転
出
届

手
続
き
は

市
民
課
・
支
所
住
民
課
で

　

世
帯
全
員
ま
た
は
世
帯
員
の
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
市
民
課（
市
役
所

1
階
）、
下
総
支
所
住
民
課
、
大
栄
支

所
住
民
課
ま
た
は
市
民
課
赤
坂
分
室

（
中
央
公
民
館
内
・
☎
26
‐
3
3
2
7
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
外
か
ら
成
田
市
内
に
引
っ
越
し
を

し
た
と
き
は
、
実
際
に
住
み
始
め
て
か

ら
14
日
以
内
に
転
入
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が

発
行
し
た
転
出
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

成
田
市
内
で
引
っ
越
し
を
し
た
と
き

も
、
実
際
に
住
み
始
め
て
か
ら
14
日
以

内
に
転
居
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

市
外
に
引
っ
越
し
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
予
定
日
の
14
日
以
内
に
転
出

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

忙
し
く
て
手
続
き
が
で
き
な
か
っ
た
人

は
、
新
し
い
住
所
に
引
っ
越
し
し
て
か

ら
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
転
出
証
明
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
原
則
と
し
て
本
人
ま
た

は
同
一
世
帯
の
人
が
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人
が
手
続

き
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
人
に
よ
る

手
続
き
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
異
動
者

の
氏
名
、
生
年
月
日
、
異
動
日
、
新
・

旧
住
所
、
新
・
旧
世
帯
主
氏
名
を
確
認

し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
時
に
は
、
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
免
許
証
や
保
険
証

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
は
、
4
月
下
旬
ま
で
大
変
込
み

合
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特
に
、
月
曜
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
水
道
料
金

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
が

納
期
内
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、

督
促
状
や
給
水
停
止
予
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
入
さ
れ
な
い

場
合
は
、
給
水
を
停
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
金
融
機
関
な

ど
の
窓
口
で
も
で
き
ま
す
が
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

へ
領
収
書
ま
た
は
水
道
使
用
量
の
お
知

ら
せ
と
口
座
届
出
印
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
既
存
の
共
同
墓
地
の
整
備

工
事
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
、
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
墓
地
＝
区
・
自
治
会
・
管
理
組

合
、
ま
た
は
5
世
帯
以
上
で
管
理
す

る
墓
地

●
対
象
工
事
＝
墓
地
内
通
路
、
排
水
設

備
、
塀
、
擁
壁
な
ど
の
20
万
円
以
上

の
費
用
が
掛
か
る
工
事

●
補
助
額
＝
1
5
0
万
円
を
限
度
に
、

工
事
費
の
半
額（
騒
音
地
域
は
、
補

助
金
の
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
）

　

成
田
市
に
引
っ
越
し
し
て
き
た
人

で
、
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人

は
、
環
境
衛
生
課（
下
総
・
大
栄
地
区

は
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
）へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内

で
住
所
が
変
わ
る
場
合
も
必
ず
連
絡
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
領
収
証
書
を
省
略
し
ま
す

　

現
在
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ

た
市
税
な
ど
の
領
収
証
書
は
、
預
金
通

帳
へ
の
記
帳
に
よ
り
省
略
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
、
し
尿
汲
取
手
数
料
領
収

証
書
の
発
送
も
省
略
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
願
い
ま
す
。

　

農
業
用
施
設
の
用
排
水
路
な
ど
で
人

身
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
休
日
や
春
休
み
期
間
は
、
幼

児
・
児
童
の
水
難
事
故
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

用
排
水
路
や
水
門
、
揚
排
水
機
場
な

ど
で
は
子
ど
も
た
ち
が
遊
ば
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

支
払
い
は
期
限
内
に

水
道
料
金
の
納
付

※�

く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
︲

1
5
2
5
）、
下
総
支
所
住

民
課（
☎
96
︲
1
1
1
5
）、

大
栄
支
所
住
民
課（
☎
73
︲

8
0
6
7
）へ
。

整
備
工
事
に
補
助
金
が

共
同
墓
地

※�

く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課

（
☎
22
︲
0
2
6
9
）へ
。

※�

補
助
を
受
け
る
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。
着
工
す
る
前
に
環

境
衛
生
課
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
同
課（
☎

20
︲
1
5
3
1
）へ
。

引
っ
越
し
し
て
き
た
ら

申
し
込
み
を

し
尿
の
く
み
取
り

※�

く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎

20
︲
1
5
3
1
）ま
た
は
香
取

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合（
☎

0
4
7
8
︲
78
︲
1
1
8
1
）へ
。

付
近
で
は
遊
ば
な
い
で

農
業
用
施
設

※�

く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
︲

1
5
4
2
）へ
。
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●
受
付
日
時
＝
4
月
14
日（
土
）・
15
日

（
日
）　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時（
15

日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所
＝
い
ず
み
聖
地
公
園
管
理
事
務

所（
東
和
泉
6
5
5
）

●
募
集
区
画
＝
4
㎡
芝
生
墓
地
1
区

画
、
4
㎡
普
通
墓
地
2
区
画
、
6 

㎡
普
通
墓
地
3
区
画

●
申
し
込
み
の
で
き
る
人
＝
住
民
基
本

台
帳
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
、
市
内
に
1
年
以
上（
4

月
1
日
現
在
）住
ん
で
い
る
人
で
、

親
族
の
焼
骨
を
持
っ
て
い
る
人

●
申
し
込
み
方
法
＝
印
鑑
と
埋
葬
許
可

証
を
持
参
し
、
管
理
事
務
所
に
用
意

し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
を
提
出

●
区
画
の
決
定
＝
希
望
区
画
の
申
し
込

み
が
重
複
し
た
場
合
は
、
4
月
15
日

（
日
）午
後
3
時
30
分
か
ら
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
後
、
書
類
審
査
を
行

い
、
使
用
区
画
を
決
定
し
ま
す

●
料
金
＝
永
代
使
用
料
と
管
理
料
を
負

担（
墓
地
は
分
譲
で
な
く
、
永
久
に

お
貸
し
す
る
も
の
で
す
） 

○
永
代
使
用
料
…
3
0
0
、0
0
0
円

〜
6
3
6
、0
0
0
円（
墓
地
の
種

類
お
よ
び
面
積
に
よ
る
）

○
管
理
料（
単
年
ま
た
は
6
年
度
分
前

納
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

・
芝
生
墓
地
＝
単
年
度
5
、
8
8
0 

円
、
6
年
度
分
前
納
2 

9
、
4
0
0

円
・
4
㎡
普
通
墓
地
＝
単
年
度
3
、
3 

6 

0
円
、
6
年
度
分
前
納
1 

6
、

8
0
0
円

・
6
㎡
普
通
墓
地
＝
単
年
度
5
、
0 

4 

0
円
、6
年
度
分
前
納
2 

5
、
2 

0 

0
円

◆
設
置
費
補
助
金

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す（
左
表
）。
な
お
、
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

転
換
す
る
と
き
は
、
18
万
円
を
上
乗
せ

す
る
転
換
補
助
金（
新
築
・
建
て
替
え

は
除
く
）を
、
く
み
取
り
便
所
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
と
き
は
、

10
万
円
を
上
乗
せ
す
る
転
換
補
助
金

（
新
築
・
建
て
替
え
は
除
く
）を
交
付
し

ま
す
。

　

な
お
、
印
旛
沼
流
域
で
は
、
高
度
処

理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
み
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◆
維
持
管
理
費
補
助
金

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
人
は
、
浄
化
槽

が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
適
正
な

維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
も
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
補

助
額
は
人
槽
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保

守
点
検
・
清
掃
）に
掛
っ
た
額
の
2
分

の
1
相
当
額（
限
度
額
あ
り
）で
す
。

　

老
人
保
健
制
度
は
、
各
健
康
保
険
制

度
と
連
携
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

老
人
医
療
受
給
者
の
住
所
や
健
康
保

険
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
次
の
と

お
り
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
た
め

に
も
届
け
出
は
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま

す
。 こ

ん
な
と
き
に
は

届
け
出
を

老
人
保
健
の
医
療
制
度

い
ず
み
聖
地
公
園
の
返
還
墓
地

6
区
画
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す

設
置
費
と
維
持
管
理
費
に

補
助
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽

※�

く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎

20
︲
1
5
4
7
）へ
。

※�

く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎

20
︲
1
5
3
1
）へ
。

管理の行き届いた墓地

　 合併処理
浄化槽

高度処理
窒素除去型

高度処理窒素・
リン除去型

5人槽 342,000円 444,000円 528,000円

6・7人槽 414,000円 486,000円 693,000円

8～10人槽 537,000円 576,000円 963,000円

11～20人槽 939,000円 1,092,000円 1,092,000円

21～30人槽 1,566,000円 1,860,000円 1,860,000円

31～50人槽 2,058,000円 2,496,000円 2,496,000円

設置費補助金限度額

※�

騒
音
地
域
に
つ
い
て
は
、
設
置
費

補
助
金
、
維
持
管
理
費
補
助
金

と
も
に
補
助
金
の
限
度
額
が
異

な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
環
境

衛
生
課（
☎
20
︲
1
5
3
1
）へ
。

こんなときには届け出を 必要なもの
市外から転入 健康保険証・負担区分等証明書
＊市外へ転出 医療受給者証
＊死亡したとき 医療受給者証
＊住所が変わったとき 医療受給者証
加入している医療保険が
変わったとき 健康保険証・医療受給者証

65歳以上で寝たきりなど
になったとき

印鑑・健康保険証と身体障害者手帳、国
民年金証書、診断書のいずれかの書類

老人医療受給者の届け出

＊印のある届け出をする場合は、国民健康保険証と介護保険証も合わせて
お持ちください

副市長に三谷千秋氏が就任

　地方自治法の改正に伴い、4月1日

付けで助役の名称が副市長に改めら

れ、引き続き三谷千秋助役が副市長

に就任しました。

　なお、根本一彦助役は3月31日付

けで退任されました。

※くわしくは人事課（☎20-1505）へ。

�1 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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飲
食
店
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
の
事

業
所
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物（
ご

み
）は「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」に
よ
り
、
事
業
者
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
事
業
所

か
ら
発
生
す
る
ご
み
は
一
般
家
庭
用
の

集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
業
所
の
ご
み
は
、
分
別
を
徹
底
し
、

い
ず
み
清
掃
工
場
、
ま
た
は
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ（
下
総
・
大
栄
地
区
は
伊
地
山

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）へ
自
己
搬
入
す
る

か
、
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ
委
託
す
る

な
ど
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

分
別
方
法
＝「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
ビ

ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
ビ

ン
・
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
」「
金
物
・
陶
磁

器
類
」に
分
別
し
、
半
透
明
の
業
務

用
ご
み
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

●
処
理
方
法

 

ご
み
処
理
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る
場
合

﹁
燃
や
せ
る
ご
み
﹂…
い
ず
み
清
掃
工
場

　
（
☎
36
‐
1
6
8
9
）

﹁
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
﹂﹁
ビ

　

�

ン
・
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
﹂﹁
金
物
・
陶
磁

器
類
﹂…
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
☎

36
‐
1
0
0
0
）

 

許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
場
合

…
成
田
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

許
可
業
者
へ
委
託

下
総
・
大
栄
地
区
の
事
業
所
は

●�
分
別
方
法
＝「
可
燃
ゴ
ミ
」「
ビ
ン
・

カ
ン
」「
不
燃
ゴ
ミ
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
」に
分
別
し
、
半
透
明
の
ご
み
袋

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

●
処
理
方
法

 

ご
み
処
理
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る
場

合（
搬
入
券
が
必
要
。
搬
入
券
は
下

総
・
大
栄
支
所
生
活
環
境
課
で
配
布
）

﹁
可
燃
ゴ
ミ
﹂﹁
ビ
ン
・
カ
ン
﹂﹁
不
燃
ゴ

　

�

ミ
﹂…
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
4
7
8
‐
59
‐
2
1
4
8
）

﹁
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
﹂…
直
接
搬
入
で
き
ま

　

 

せ
ん
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
る
た
め
許

可
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い

 

許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
場
合

…
成
田
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

許
可
業
者（
下
総
・
大
栄
地
区
の
収

集
運
搬
許
可
業
者
）へ
委
託

　

市
税（
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
）は
銀
行
・
信
用
金
庫
・
農

協
な
ど
市
指
定
金
融
機
関
や
収
納
代
理

金
融
機
関
の
ほ
か
、
郵
便
局
の
窓
口
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
ら

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
納
期
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

と
き
や
、
関
東
地
方
以
外
の
郵
便
局
で

納
め
る
と
き
は
、
税
務
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

　

市
税
を
納
め
る
と
き
、
口
座
振
替
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
市
の
指
定
金
融
機

関
・
収
納
代
理
金
融
機
関
や
郵
便
局
の

預
金
口
座
か
ら
納
期（
最
終
日
）ご
と
に

自
動
的
に
振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
納
付
の

た
び
に
金
融
機
関
へ
出
向
く
必
要
が
無

く
な
り
大
変
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
期

の
2
カ
月
前
ま
で
に
、
納
税
通
知
書
と

預
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
金

融
機
関
や
郵
便
局
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
納
税

通
知
書
ご
と
に
申
し
込
み
を

 

軽
自
動
車
税
は
同
一
名
義
で
あ
れ

ば
、
全
台
数
分
が
一
括
で
口
座
振
替

の
対
象
に
な
り
ま
す

 

口
座
振
替
は
翌
年
度
以
降
も
継
続
さ

れ
る
の
で
、
変
更
や
停
止
は
金
融
機

関
や
郵
便
局
へ
申
し
込
み
を

 

口
座
振
替
分
の
領
収
証
書
は
発
行
し

ま
せ
ん
。通
帳
へ
の
記
帳
で
確
認
を
。

軽
自
動
車
税
の
う
ち
車
検
に
必
要

な
車
種
分
に
つ
い
て
は
、
車
検
用
納

税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

 

口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

口
座
振
替
不
能
通
知
書（
兼
納
付
書
）

を
送
り
ま
す
が
、
納
期
限
を
過
ぎ
て

い
る
た
め
督
促
状
が
出
ま
す
。
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
事

務
所
が
、
4
月
1
日
か
ら
香
取
市
山
田

区
事
務
所
内
に
移
転
し
ま
し
た
。
連
絡

先
は
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
番
号
＝
2
8
9
‐
0
4
0
7

●
住
所
＝
香
取
市
仁
良
3
0
0
‐
1 

香
取
市
山
田
区
事
務
所
2
階

●
電
話
番
号
＝
0
4
7
8
‐
78
‐
1 

1
8
1（
各
種
料
金
の
問
い
合
わ
せ

は
、
0
4
7
8
‐
78
‐
1
1
8
2
へ
）

●
F
A
X
番
号
＝
0
4
7
8
‐
78
‐

1
1
8
5

※�

く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課

（
☎
20
︲
1
5
3
0
）へ
。

市
税
の
納
付

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で

※�

く
わ
し
く
は
税
務
課（
☎
20
︲

1
5
1
3
）へ
。

事
業
所
ご
み
の
処
理
方
法

一
般
家
庭
用
の

集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん

作業日 予定地区 予定時間

4月2日（月） 並木町（大久保台・野沢台・成瀬台）地区 午後11時

～

翌午前5時4月3日（火） 並木町（成瀬台・日本松）地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　水道部では水質維持のため、次のとおり水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますのでご了承くだ
さい。なお、受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

4 月の水道水の排水作業日程

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

事
務
所
が

移
転
し
ま
し
た

※�

く
わ
し
く
は
香
取
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
へ
。

広報なりた2007.4.1 ��



　毎日の生活の中で、疑問に思っていること、だれか
に相談したいと思っていることはありませんか。市な
どでは、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行い
ます。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に
日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかが
ですか。

困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

＊市民生活相談の相談日は4月から月・金曜日になりました。
相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（家事･民事） 月･金曜日＊  9：00～16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事

件は除きます。法律相
談5月分の予約は4月
25日（水）から受け付
けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00～16：00 〃

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）

24日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室

不動産相談 17日（火） 10：00～12：00 〃

税務相談 17日（火） 10：00～15：00 市役所2階市民相談室

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語）

13日（金）・27日（金）13：00～16：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 21日（土） 13：00～16：00 中央公民館
県行政書士会印旛支部
作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制）11日（水）・25日（水）10：00～15：00
県税理士会成田支部

（飯田町157-4）
県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 18日（水） 18：00～20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん ☎20-1810

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2724

高年齢者職業相談 月～金曜日  8：30～17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2725

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

商工業者法律相談（予約制） 4日（水） 10：00～12：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1526

心配ごと相談

木曜日 10：00～15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

13日（金） 10：00～15：00 下総地域福祉センター

6日（金） 10：00～15：00 大栄地域福祉センター

酒害相談 5日（木）・19日（木）  9：00～12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月～金曜日  9：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課 ☎20-1538

戦没者遺族相談 23日（月） 10：00～15：00 市役所1階相談室 社会福祉課 ☎20-1536

健康体力相談 3日（火） 9：00～12：00 市体育館 市体育館 ☎26-7251

就学相談（予約制） 月～金曜日  9：00～17：00 成田市教育センター 教育センター ☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日（3日は休み）  9：00～16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～17：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

相　談　日

�� 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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自動体外式除細動器

Q　春から子どもに携帯電話を持たせる予定です。ニュースな
どでトラブルを聞きますが、具体的にどういう事例があるの

でしょうか。

Аワンクリックサイトの不当請求
　友人を装ってメールを送り、消費者が返信したり添付され

たホームページアドレスをクリックしたりすると、突然アダルト系
サイトの登録画面となり「登録ありがとうございます」などと表示さ
れ料金を請求されるという手口です。このほかにも広告や無料とい
う表示を見てアクセスすると同様の結果になることもあります。こ
の場合、消費者には申し込みの意思はなく、契約は成立していない
可能性があるので、消費生活センターに相談しましょう。
ネットショッピング・オークション
　代金を前払いしたが、商品が届かない。ホームページが消えて連
絡もつかないという手口です。インターネット取引は手軽で便利で
すが、顔の見えない取引のため信頼できる相手かどうか判断するの
は難しいことです。被害に遭わないためには前払いしない、相手の
住所・氏名・固定電話番号を確認し評判なども事前に調べ、印刷・
保存するなどの注意が最低限必要です。
掲示板でのひぼう・中傷
　匿名であるため、トラブルが発生するとエスカレートする傾向が
あります。ネット上でも相手を思いやる気持ちとルール、マナーを
守ることが大切です。
　社会経験が少なく、善悪の判断や危険を察知する力が弱い子ども
たちへは親や周りの大人たちが目を配り、指導することが大事です。
使用にあたってのルールを親子で話し合いましょう。

　地球温暖化防止のため、「コマメ生活」を
実践することが環境省によって提唱されて
います。この取り組みは、生活習慣を「コ
マメ」に見直し、地球温暖化の原因となる
CO2（二酸化炭素）を減らしていこうという
もので、具体的には以下の10項目を推奨
しています。
①�お風呂の残り湯を「コマメ」に洗濯に使おう
②冷暖房は「コマメ」に1℃控えよう
③主電源を切って、「コマメ」に節約
④�テレビは見たい番組だけ選んで「コマメ」
に節電
⑤「コマメ」に買い物袋を持ち歩こう
⑥�夜中のジャーの保温を「コマメ」に止めよう
⑦シャワーを1日1分「コマメ」に節水
⑧�「コマメ」に1日5分間アイドリングス
トップ
⑨�車の運転を控えて「コマメ」にバスや自転
車を利用しよう
⑩�家族同じ部屋で団らんして「コマメ」に節
約しよう

　暮らしの中のちょっとした節約や工夫の
積み重ねが、地球温暖化の原因となるCO2

の減少に繋がります。できる項目から一つ
ずつ実行に移してみましょう。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。 ※くわしくは環境計画課（☎20-1533）へ。

　心疾患による突然死には心室細動
などによる心停止が大きく関与して
いるといわれています。自動体外式
除細動器（AED）はこの心室細動を
電気ショックによって除去し（除細
動）心臓を正常な状態に戻す医療機
器です。
　AEDはコンピュータが自動的に
心電図を解析し、必要な処置を指示
してくれますので、一般の人でも音
声ガイドに従い、簡単に操作を行う

ご存知ですか「AED」

※くわしくは防災対策課（☎20-1523）へ。

ことができます。このAEDは市役
所をはじめとした主要な施設に設置
が進んでいます。

AEDを貸し出します
　市では5月1日から市内で開催す
る行事にAEDの貸し出しを開始し
ます。
貸出期間＝7日以内
貸�出条件＝①市内の区、自治会や市

内で活動する団体が行う行事で、

携帯電話の
インターネットトラブル

「コマメ生活」
のススメ

市民が参加し、営利を目的として
いないこと②行事の期間中、医師
または普通救命講習などの修了者
が常駐していること
申�し込み方法＝所定の貸出申込書に

必要事項を書いて7日前までに防
災対策課（市役所4階）へ。申込書
は防災対策課で配付しているほ
か、市ホームページ（http://www.
city.narita.chiba.jp）からもダウ
ンロードできます。

広報なりた2007.4.1 ��



国
保
・
年
金

国保・年金についてくわしくは保険年金課（国保☎20-1526・年金☎20-1547）へ。

国民健康保険

　退職などで職場の健康保険から脱退した場合、国民
健康保険への加入の届け出が必要です。これは、本人
の加入意思にかかわらず、またお医者さんにかからな
くても、加入しなくてはならない制度（国民皆保険）だ
からです。
　保険税も同時に、加入義務の生じた月からさかの
ぼって課税されます。届け出が遅れ、過去の分から一
度にまとめて納めることになると、大きな負担となり
ます。また、医療機関では、保険証の提示がなければ、
特別の理由がない限り、全額自己負担となってしまい
ます。さらに、健康保険の適用がないと、かなり割高

※1  同じ世帯で国民健康保険の加入者がいる場合は、その保険証をお持ちください
※2 高齢受給者証の交付を受けている人は、受給者証をお持ちください

国民年金
4月から保険料が変わります
　国民年金保険料が4月から14,100円に引き上げられます。現金
払いでの前納を希望する人は、4月に社会保険庁から郵送される納
付書で4月30日（今年は30日が休日のため5月1日（火））までに最寄
りの金融機関や郵便局、コンビニエンスストアで納めてください。
※4月中旬を過ぎても納付書が届かない場合は佐原社会保険事務所
（☎0478-55-1661）へ連絡してください。

になる場合もあります。
　急病やけがをしたときに慌てないためにも、お早め

（14日以内）に市の窓口で手続きをし、保険証を受け
取ってください。
　また、就職などでほかの健康保険に加入し、国保の
資格が無くなったにもかかわらず、国保の保険証を使っ
て診察を受けると、後日その医療費を返還することに
なり、一度に多額の負担となる場合もあります。
　加入と同様に、脱退の手続きもお忘れなくお願いし
ます。

加入・脱退の届け出が遅れると
思わぬ負担が!

こんなとき 持っていくもの

国保に加入

ほかの市区町村から転入して来たとき 転出証明書、写真付き身分証明書　※ 1
ほかの健康保険などを脱退したとき 健保などの離脱証明書、写真付き身分証明書　※ 1
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、写真付き身分証明書　※ 1
子どもが生まれたとき 母子健康手帳、保険証、印鑑、世帯主の通帳　※ 1
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証、パスポート　※ 1

国保を脱退

ほかの市区町村へ転出するとき 保険証　※ 2
ほかの健康保険などに加入したとき 国保と健保などの両方の保険証　※ 2
生活保護を受け始めたとき 保護開始決定通知書、保険証　※ 2
死亡したとき 葬祭日時を証明するもの、保険証、印鑑、喪主の通帳　※ 2
外国籍の人が脱退するとき 外国人登録証、保険証　※ 2

そのほか

退職者医療制度に該当するとき 保険証、年金証書
住所・世帯主・氏名・続柄などが変わったとき 保険証
保険証を無くしたとき・汚して使えなくなったとき 写真付き身分証明書、印鑑
長期出張などで別個の保険証が必要なとき 保険証、印鑑
修学のため市外で居住するとき 保険証、在学証明書、印鑑

こんなときには14日以内に保険年金課へ届け出を！

学生納付特例制度 卒業してから保険料を後払い
　学生納付特例制度は学生で国民年金保険料を納められないとき、保険料納付を猶予し、卒業してから後払い（追納）
できる制度です。手続きは年金手帳、学生証（写しでも可、ただし有効期限が裏面に記載されているものは、裏面の写
しも必要）、印鑑（本人が署名する場合は不要）を持って保険年金課および各支所住民課へ。申請は毎年度必要です。

�� 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



成田の観光をPR
「ちばデスティネーションキャンペーン」

　県では、国内最大規模の観光キャン
ペ ー ン「 ち ば デ
スティネー ショ
ンキャンペーン

（DC）」を開 催し
ています。市でもこの期間中にさまざま
な催しを実施しています。
期間＝4月30日（月）まで
内容

成田山新勝寺特別企画
  （新勝寺企画課 ☎22-2111）

成田太鼓祭
　（成田観光館 ☎24-3232）

不動の大井戸茶会
 　（（社）成田市観光協会 ☎22-2102）
※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

4月から一部変更します
「指定避難場所」

　指定避難場所が一部変更となります。
新たに「成田市立美郷台小学校」を避難場
所に指定し、「大谷津運動公園」の避難場
所の指定を解除します。
※くわしくは防災対策課（☎20-1523）へ。

催し物

汽笛を鳴らして出発進行
「栗山公園のミニSL運行」

　市では、栗山公園で次のとおりミニSL
の運行を行っています。
運行日（雨天中止）
　4月15日、5月27日、6月24日、7月
29日、8月26日、9月23日、10月14日、
11月25日、平成20年2月24日、3月23
日の日曜日（12・1月の厳冬期は休み）
運行時間

4・5・6・9・10・11・2・3月＝午
前10時～午後3時
7・8月＝午前9時～正午

※栗山公園には駐車場がありませんので
市役所の駐車場、または公共交通機関
のご利用をお願いします。ミニSLへの
乗車は無料です。くわしくは公園緑地課

（☎20-1562）へ。

参道に響く太鼓の音色
「成田太鼓祭」

　第19回成田太鼓祭が次のとおり開催
されます。
期日＝4月14日（土）・15日（日）
時間＝午前10時～午後7時（15日は午後

5時まで）
会場＝JR成田駅～成田山新勝寺門前（表

参道）、成田山新勝寺境内
内容
千願華太鼓…両日とも午前10時から
新勝寺大本堂前で。300人以上が一斉
に太鼓を打つ勇壮な演奏

成田山千年夜舞台…14日（土）午後5
時から新勝寺特設舞台。かがり火に照
らされた幽玄な雰囲気の中で迫力ある
ステージを展開
太鼓パレード…15日（日）午後3時から
表参道。太鼓チームと踊りチームによ
るにぎやかなパレード
ミニイベント…門前骨とう市、子ども
向けの小動物園、ファーマーズマーケッ
トなど
交通規制＝午前9時45分から午後7時30

分（15日は午後5時30分）まで、表参
道で

※くわしくは成田太鼓祭実行委員会事務
局（成田観光館・☎24-3232）へ。

※ WECPNLとは、航空機騒音の特異性、継

続時間、昼夜の別なども加味したうるささ

の単位。この数値は速報値です。くわしく

は空港対策課（☎20-1521）へ。

航空機騒音測定結果 平成19年2月分

測定局 WECPNL 測定局 WECPNL 測定局 WECPNL

竜台 67.9 荒海 76.9 大室 71.3

北羽鳥 72.4 幡谷 70.1 大室（NAA） 75.0

北羽鳥
北部 70.3 成毛 71.7 堀之内 73.7

新川 70.4 飯岡 74.7 馬場 71.3

猿山 60.2 大生 74.8 新田（NAA） 69.4

滑川 67.9 土室（県） 75.2 新田 71.7

下総 69.8 土室（NAA） 69.1 遠山 75.0

四谷 69.7 芦田 78.6 本三里塚 77.8

長沼 72.1 押畑 65.5 三里塚 86.6

磯部 72.3 野毛平
工業団地 74.4 御料牧場

記念館 72.0

水掛 69.9 赤荻 74.9 本城 71.9

高倉 72.2 下金山 68.0 南三里塚 74.0

内宿 66.7 野毛平 75.9

日曜映画会

視聴覚サービスセンター・☎27-2533
◇4月7日（土）・8日（日）＝｢チキン・リトル｣

　2005年・アメリカ・アニメ・吹き替え

◇4月14日（土）＝｢時をかける少女｣

　2006年・日本・アニメ

◇4月15日（日）＝｢マラソン｣

　2005年・韓国

◇4月22日（日）＝｢二十四の瞳｣　

　1954年・日本

◆ 入場は無料・上映は午後2時から、会場は

市立図書館2階視聴覚ホール

利用日時 駐車場所

13日（金） 
27日（金） 

2:10～2:30 長沼共同利用施設

2:50～3:10 長田共同利用施設

3:25～3:45 赤荻保育園

4:00～4:30 土屋公園

6日（金） 
20日（金）

2:00～2:20 さぎ山第一街区公園（宗吾台）

2:40～3:00 並木町公民館

3:10～3:30 大久保台地区集会場

3:40～4:10 公津の杜公園

移動図書館巡回日程

※雨天などの場合は中止することがあります。

　くわしくは市立図書館（☎27-4646）へ。

今��月の図書館休館日＝2日（月）・9日（月）・16

日（月）・23日（月）・27日（金）（館内整理日）・

30日（月）

飼い主の皆さんへ

　犬のフンは、飼い主が責任をもっ
て始末しましょう。ごみとして出す場

合は、新聞紙な
どで包み、ごみ
収集袋（燃やせ
るごみ）に入れ
て集積所へ出し
てください。

迫力に満ちた和太鼓の演奏

広報なりた2007.4.1 ��



お知らせi
4月1日から利用できます

「JR久住駅前駐輪場」

場所＝久住駅前ロータリー横
駐輪可能台数＝自転車150台、原動機付

自転車12台
利用料＝無料
※駐輪するときは、ほかの利用者の迷惑

にならないよう必ずラックに入れ、盗
難やいたずらを防ぐためワイヤー錠な
どによる二重ロックをお願いします。く
わしくは交通防犯課（☎20-1527）へ。

下総・大栄商工会の合併により
「成田市東商工会が発足」

　4月1日に大栄商工会と下総商工会が
合併し、成田市東商工会になりました。
　合併後は旧大栄商工会が本所、旧下総
商工会が支所になり、住所や電話番号に
変更はありません。
※くわしくは成田市東商工会（☎73- 

2205）または同下総支所（☎96-28 
39）へ。

充実した子ども会活動に向けて
「市子連加入と市バス利用」

　成田市子ども会連絡会（市子連）は、市
内の子ども会が集まり、組織される社会
教育団体です。
　市子連に加入すると、安価な活動保険
の加入や市子連主催事業への優先的な参
加ができ、活動助成が受けられるなど、
より充実した子ども会活動が可能になり
ます。
　また、今年の4月から子ども会の市バ
ス利用については、市子連への加入が条
件となります。これは、行財政改革の一
環としてバスの運行業務を民間会社に委
託することに伴い、新たに団体利用の基
準を設けたことによるものです。
　加入のメリットをご理解いただき、子ど
も会活動を充実したものにするため、市
子連への登録をお願いします。
※市子連への加入、市バスの利用方法

についてくわしくは生涯学習課（☎
20-1583）へ。

お届けします
「広報なりた」

　市では、新聞を購読していないため広
報紙を見ることができないという人に、
宅配便で「広報なりた」をお届けしていま
す。
　希望する人は、広報課まで住所・氏名
をご連絡ください。また、ご近所や知り
合いの人で広報紙が届いていないという
人がいたら、ぜひこのサービスを教えて
あげてください。
※1冊で1年分の広報なりたを綴ること

のできるファイルを無料でお分けし
ています。配布場所は市役所や各公
民館などです。くわしくは広報課（☎
20-1503）へ。

インターネットでの利用が可能に
「市体育施設の利用状況検索・予約」

　6月から、市ホームページで市の体育
施設の利用状況検索・予約が可能になり
ます。
利用状況検索の対象施設

中台運動公園内体育施設（体育館・テ
ニスコート・野球場・球技場・陸上競
技場）
大谷津運動公園内体育施設（野球場・
多目的広場・テニスコート）
北羽鳥多目的広場
久住テニスコート

インターネット予約の対象施設
中台テニスコート
大谷津テニスコート
久住テニスコート

※上記施設の利用者は現在の登録番号
が変わりますので、必ず新規登録し
てください。くわしくは市体育館（☎
26-7251）へ。

ご活用ください
「中小企業資金融資制度」

対象＝市内で1年以上同一事業を営む中
小企業の経営者　
資金の種類と限度額

設備資金…3,000万円
運転資金…1,500万円
特別小口資金（運転・設備）…750万円
季節資金…300万円

※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

ゴールデンウィークに開館します
「大栄B＆G海洋センター」

　大栄B&G海洋センターでは、ゴールデ
ンウィーク期間も次のとおり開館します
のでご利用ください。
開館日＝5月2日（水）～6日（日）
対象施設＝アリーナ・武道場・会議室、

運動場（多目的広場）、テニスコート4面
※くわしくは大栄B&G海洋センター （☎

73-5110・月曜日は休館）へ。

宿泊料金の一部を助成します
「臨海宿泊施設」

　市が契約した臨海宿泊施設を市民の皆
さんが利用した場合、宿泊料金の一部を
助成しています。
対象＝市に住民登録または外国人登録を

している人
助成額＝中学生以上2,500円、小学生  

2,000円（1年度につき1人1回まで）
契約施設

休暇村館山…☎0470-29-0211
蓮沼ガーデンハウスマリーノ…☎
0475-86-2511）
のさか望洋荘…☎0479-67-3511
鵜原民宿組合…☎0470-76-0436
岩井民宿組合…☎0470-57-2088
利用方法＝直接宿泊施設に予約した後、

印鑑を持参して生涯スポーツ課（市役
所5階）へ申請して利用券を受け取って
ください（利用券を宿泊施設に提出す
ると料金が割り引かれます）

※くわしくは同課（☎20-1584）へ。

市体育館の月曜日開館

　第1月曜日を除いた月曜日に、
市体育館を開館(試行)しています。
ぜひ、ご利用ください。
※ くわしくは市体育館(☎26-7251)

へ。

ぜひご利用ください

�� 広報なりた2007.4.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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レベルアップのチャンス
「春季プロテニススクール」

日時＝4月29日（日・祝） 午前9時集合
会場＝中台テニスコート
参加資格＝市内に住んでいる人または協

会加盟クラブ員で12歳以上の初級～
中級者
定員と参加費＝50人（先着順）・一般

1,000円、高校生以下500円
申し込み方法＝電話で市体育協会事務局
（生涯スポーツ課・☎20-1584）へ

※くわしくは市テニス協会事務局・長滝
さん（☎27-7656）へ。

陸上自衛隊の新制度
「防衛省予備自衛官補」

　普段は社会人としてそれぞれの職業に
従事し、3年以内に50日間の訓練を受け
て任官される予備自衛官補を次のとおり
募集します。
応募資格＝18歳以上34歳未満の人
身分＝非常勤の特別職国家公務員
受付期限＝4月9日（月）まで
試験日＝4月14日（土）～16日（月）のう

ち指定する日
※くわしくは自衛隊成田地域事務所（☎

22-6275）へ。

2,600人が活動しています
「交通安全推進隊」

　身近な地域でボランティアとして交通
安全活動を実践する「交通安全推進隊」を
募集します。
　現在約2,600人が、通学路での街頭指
導や高齢者の自宅を訪問しての啓発など、
身近な地域の交通安全活動に熱心に取り
組んでいます。隊員には、ボランティア保
険の加入や帽子の支給などを行います。
応募資格＝平成3年4月1日以前に生まれ

た人で、県内に居住、勤務または通学
している人で月1回以上活動を行うこ
とができる人
活動内容＝小学校区などを単位に通学路

での街頭活動や高齢者宅の訪問など日
常的な活動
登録期間＝7月1日から1年間
募集期間＝4月9日（月）～5月10日（木）
応募方法＝北総県民センター県政情報

課、市交通防犯課（市役所4階）および
成田警察署に置いてある応募用紙また
は県ホームページ（http://www.pref.
chiba.lg.jp）で応募

※くわしくは北総県民センター県政情報
課（☎043-483-1122）または県交通
安全対策課（☎043-223-2263）へ。

挑戦してみませんか
｢春季バウンドテニス教室｣

日時＝5月16日～6月13日の水曜日（全
5回） 午前10時～11時30分

会場＝市体育館アリーナ
参加費＝300円（1回当たり）
※ラケットは事務局で用意します。申し

込みなどくわしくは市レクリエーショ
ン協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ。

オカリナを演奏してみよう
「シニア教養講座」

日時＝5月18日～平成20年3月7日の第
1・3金曜日（全16回）

時間＝午後1時30分～3時30分
会場＝保健福祉館 
対象＝60歳以上の市民
定員＝20人（応募者多数は初めての人を

優先して抽選）
参加費＝無料（教材費は実費）
申し込み方法＝4月27日（金）（必着）まで

にはがきに住所・氏名・年齢を書いて
老人福祉センター（〒286-0003台方
1561-1）へ

※くわしくは同センター（☎26-0236）
へ。

スポーツ教室に参加しませんか
　市体育協会では、スポーツ教室の参加者を募集します。申し込みは各会場で行います。

種　　目 日　　時 会　　場 対　　象

バドミントン

水曜日　午後7時～9時
市体育館アリーナ

成人の初級者

土曜日　午後5時～9時 小・中・高校生

金曜日　午後7時～9時 高岡小学校 小学生

剣　　　道
火・金曜日　午後6時～8時30分
日曜日　　　午前9時～正午

市体育館剣道場　 小学生以上の市民（日曜日は小学生のみ）

柔　　　道 火・土曜日　午後5時30分～8時 市体育館柔道場 小学生

合　気　道
水・金曜日　午後6時30分～8時
日曜日　　　午後2時～3時30分

市体育館柔道場 市内在住・在勤の小学4年生以上

弓　　　道
日曜日　午前9時～正午
土曜日　午後5時～9時
水曜日　午前9時～正午・午後5時～9時

市体育館弓道場
市内在住・在勤の高校生以上（初心者は土曜日、
水曜日の午前になります）

相　　　撲 土曜日　午前9時～正午 相撲場 小・中学生

空　手　道
日曜日　午後3時～5時 市体育館剣道場

小学生以上
水曜日　午後7時～9時

市体育館柔道場
印東体育館

な ぎ な た
日曜日　午後1時～3時
木曜日　午後1時～3時

市体育館剣道場 小学生以上

居　合　道 土曜日　午後6時～9時 市体育館剣道場 一般成人
ラ グ ビ ー 日曜日　午前9時から 加良部小学校 3歳～中学3年生

※各教室には、参加費（保険料・事務連絡費など）が必要です。くわしくは市体育協会事務局（生涯スポーツ課・☎20-1584）へ。
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伝言板

募　集

ニュージーランドで国際交流
「2007NARITA少年の翼」

　「2007NARITA少年の翼」の団員とし
て、友好都市のニュージーランド・フォ
クストンで一緒に国際交流をしてみませ
んか。
期間＝7月31日（火）～8月7日（火）（ホー

ムステイを含む）
派遣先＝ニュージーランド・フォクストン
国内研修＝宿泊研修を含め5回程度
応募資格＝市内に住む小学5年～中学2

年生で、事前研修に参加し、規律ある
団体生活に適応できる人
定員と参加費＝24人（応募者多数は抽

選）・13万円程度
応募方法＝各公民館または（社）成田青

年会議所事務局（〒286-0026 本町
342）に置いてある「2007NARITA少
年の翼団員参加申込書」に必要事項を
書いて、4月13日（金）（必着）までに直
接または郵送で同事務局へ

※くわしくは（社）成田青年会議所事務局
（☎23-1900、土・日曜日は休み）へ。

ジャンプシュートが炸裂
「小学生ハンドボール教室」

期日＝4月28日（土）
時間＝午前10時から
会場＝市体育館アリーナ
対象＝市内の小学生
参加費＝500円（保険代）
※申し込みは4月26日（木）までに市ハ

ンドボール協会事務局・岡本さん（☎
26-2162）へ。

税のスペシャリスト
「平成19年度国税専門官」

　国税局や税務署において、税のスペ
シャリストとして法律・経済・会計など
の専門知識を駆使し、適正・公平な課税
を維持して租税収入を確保するための事
務を行う国税専門官の採用試験を次のと
おり実施します。
受験資格

昭和53年4月2日から昭和61年4月1
日生まれの人
昭和61年4月2日以降生まれの人で次
の要件に該当する人
イ大学を卒業した人および平成20年3月

までに大学を卒業する見込みの人
ロ人事院がイに掲げる人と同等の資格が

あると認める人
受付期間＝4月2日（月）～13日（金）（土・

日曜日は除く）
試験日

第一次試験…6月10日（日）
第二次試験…7月23日（月）～26日（木）
のうち指定する日

※くわしくは成田税務署総務課（☎
28-5151 内線311）へ。

新緑の下総を歩こう
「ウォークラリー大会」

日時＝5月13日（日） 午前9時15分から
対象＝5人以内で編成された小学生以上

のチーム
コース＝下総方面
参加費＝小・中学生300円、16歳以上

500円（参加賞・賞品あり）
※申し込みは5月2日（水）までに市レクリ

エーション協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

シャトルが飛び交う
「春季バドミントン大会」

期日＝5月6日（日） 午前8時30分から
会場＝市体育館アリーナ
対象＝高校生以上
参加費（1人当たり）＝一般1,500円、学

生1,000円
競技方法＝ダブルス（ラリーポイント）
※申し込みは4月27日（金）までに市体

育協会事務局・生涯スポーツ課（☎
20-1584）へ。

農作物を育てる喜びを
「親子体験農業教室」

対象＝市内に住む小学生とその家族
定員＝35家族（応募者多数の場合は、初

めての家族を優先して抽選）
内容＝サツマイモ、落花生、ナシ、イチ

ゴなどの植え付けと収穫（年間数回）
参加費＝年間10,000円（1家族当たり）
申し込み方法＝4月27日（金）（必着）まで

に、往復はがきに住所・家族の氏名
と年齢・電話番号を書いて、農業青年
会議所事務局 （〒286-8585 花崎町
760農政課内）へ

※くわしくは同事務局（農政課・☎20- 
1542）へ。

　

色とりどりの折り紙で
「かぶと・こいのぼりを作ろう」

期日＝4月21日（土）
時間＝午前10時～11時30分（受け付け

は午前9時50分から）
会場＝子ども館1階ふれあいひろば
内容＝子どもの日にあわせ、かぶとやこ

いのぼりを作って遊ぶ
対象＝小・中学生
定員＝20人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは直接または電話で子ども館
（☎20-6300、月曜日・第3日曜日
は休館）へ。

えほんとあそぼう
「0・1歳のおはなし会」

日時＝4月13日（金） 午前11時から（20
～30分）

会場＝市立図書館1階おはなし室
対象＝0・1歳児と保護者
定員と参加費＝10組（先着順）・無料
※申し込みは午前9時30分から午後5時

まで直接または電話で市立図書館（☎
27-4646）へ。

実りの感動を

緑道はバイク禁止
　緑道は歩行者と自転車の専用道
路です。バイクの乗り入れは禁止
ですので、絶対にやめましょう。
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●新生児訪問…生後28日以内の赤ちゃんが対象
　※希望する人は新生児連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝4月6日（金）・9日（月）　受付時間＝午後1時15分～2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時～午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時
午後7時～午後11時

日曜祝日診療機関

※来診前に、電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

このコーナーの問い合わせは児童家庭課（☎20-1538）、子ども館
（☎20-6300）または三里塚コミュニティセンター（☎40-4880）へ。からのお知らせ

急病診療所

■子育てひろばは次の会場でも開設しています。会場＝中央公民館・遠山公民館　日時＝4月7日（土）･21日（土）　午前10時～正午

なかよしひろばなかよしひろば

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人
歯の健康相談 4月 4日（水） 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
4月11日（水）

午後1時30分から
精神科医師・保健師

25日（水） カウンセラー・保健師
▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
4カ月児育児相談 4月16日（月）

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成18年12月生まれ
10カ月児育児相談 4月18日（水） 平成18年 6月生まれ
1歳6カ月児健診 4月 5日（木） 平成17年 9月生まれ
3歳児健診 4月26日（木） 平成15年10月生まれ
2歳児歯科健診 4月12日（木） 午後1時～2時 平成16年 9月生まれ

からだの発達相談（予約制） 今月はありません

こころの発達相談（予約制） 今月はありません

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）、保健福祉館下総分館（☎96-1108）・大栄分
館（☎73-6881）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談なども受け付けしています。

日�時＝4月19日（木） 午前10時～11時45分、
午後1時～4時
会場＝市役所1階ロビー

献　血

臨時休診日（眼科）＝4月20日（金） 
※くわしくは同診療所（☎73-2333）へ。

国保大栄診療所

会場
行事名 子ども館 三里塚コミュニティセンター 対象 時間

親子であそぼう会
4月18日（水）…エプロンシア
ター

4月19日（木）…エプロンシア
ター

市内に住んでい
る乳幼児と親

午前10時30分～11時

読み聞かせ 4月11日（水）・25日（水） 4月12日（木）・26日（木） 午前11時～11時30分

身体測定 4月20日（金） 4月27日（金） 午前10時30分～11時30分

子育てひろば 4月14日（土）・28日（土） － 午前10時～正午
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福祉と健康

65歳からの楽しい講座
介護予防教室（市委託事業）

対象＝市内に住む65歳以上の人（できる
だけ毎回参加できる人）
■「シニアのためのらくらく健康体操（初
級）」
①日時＝5月9日～7月25日の毎水曜日
（全12回） 午後2時～4時

　会場＝三里塚コミュニティセンター
　定員と参加費＝30人（先着順）・無料
②日時＝5月10日～7月26日の毎木曜日
（全12回） 午前9時30分～11時30分

　会場＝大栄分館
　定員と参加費＝20人（先着順）・無料
内容＝いすに座ってできる体操から始め

音楽に合わせながら、自然と体力が
ついていくような構成になっています。
体力測定あり
講師＝伊藤成子さん（フィットネスインス

トラクター）
持ち物＝動きやすい服装、室内履き運動

靴（大栄分館のみ・バレーシューズ不
可）、タオル、バスタオル、飲み物（水
分補給用）
■「音楽で心も体もリフレッシュ！」
①日時＝4月23日、5月28日、6月25日

の月曜日（全3回） 午前10時～正午
　会場＝保健福祉館
　定員と参加費＝30人（先着順）・無料
②日時＝4月27日、5月25日、6月22日

の金曜日（全3回） 午後1時30分～3時
30分

　会場＝豊住公民館
　定員と参加費＝30人（先着順）・無料
内容＝簡単な手足を使ったリズム体操、

懐かしい歌の合唱、簡単な楽器を使っ
た合奏
講師＝磯田公子さん（音楽療法士）
持ち物＝動きやすい服装、室内履き運動

靴（豊住公民館のみ）、飲み物（水分補
給用）

※申し込みなどくわしくは社会福祉協議会
（☎27-7755）へ。

4月から受領委任払ができます
出産育児一時金

　国民健康保険の出産育児一時金は、出
産後に市に申請することで国保加入者の
世帯主へ支給するものですが、4月から
は事前（出産予定日前1カ月内）に医療機
関の同意を得て申請することで、市から
医療機関へ直接支払うこと（受領委任払）
ができるようになりました。
　これにより、申請した人は出産に掛かっ
た費用のうち、出産育児一時金の35万
円を超える部分のみを医療機関へ支払え
ば済むことになります。
申請できる人＝国民健康保険加入者で国

民健康保険税を完納している人
申請方法＝保険証、印鑑、出産予定日

が確認できる書類を持って保険年金課
（市役所1階）または各支所住民課へ。
申請書を交付しますので、医療機関の
同意欄など必要事項を記入のうえ、再
度申請書交付窓口へ

※医療機関によっては受領委任払を利用
できない場合があります。可否につい
ては医療機関でご確認ください。くわ
しくは保険年金課（☎20-1526）へ。

地域で助け合いを
なりたファミリー・サポート・センター

　子育ての援助を行いたい人（協力会員）
と受けたい人（利用会員）が会員となり、
地域で相互援助活動を行う「なりたファミ
リー・サポート・センター」が発足します。
■主な利用内容

保育園・幼稚園・児童ホームへの送り
迎え
保育施設終了後の子守り
産前・産後の家事援助
通院・冠婚葬祭時などの子守り　など

【入会説明会・基礎研修会】
日時

4月11日（水） 午前9時～正午
4月21日（土） 午前10時～正午（入会
説明会のみ）
会場＝保健福祉館
申し込み＝ボランティアセンター（保健福

祉館内）
※くわしくはボランティアセンター（☎

27-8010）へ。

55歳以上の人が対象
はり・きゅう・マッサージ券

対象＝市内に住む55歳以上で市税を完
納している人（外国人登録をしている
人を含む）
助成額＝1回に付き1,000円（1カ月当た

り2枚を交付）
利用方法＝市に登録している、はり・きゅ

う・マッサージ施術所で施術を受ける
ときに利用券を渡し、施術料金との差
額を支払う
利用券の交付申請＝印鑑を持って高齢

者福祉課（市役所議会棟1階）または下
総・大栄支所福祉課へ

※くわしくは高齢者福祉課（☎20-1537）
へ。

リフレッシュ日帰り旅行
在宅介護者の集い

対象＝市内在住で在宅介護をしている人
期日＝5月2日（水）
集合時間と場所＝午前9時15分・保健福

祉館ふれあいサロン（帰りは午後3時
30分の予定）
行き先＝芝山仁王尊（芝山町）、国民宿舎 

サンライズ九十九里（九十九里町）
定員＝25人（先着順）
参加費＝1,500円（食事代など）
※申し込みは4月20日（金）までに社会福

祉協議会（☎27-7755）へ。

健康管理に役立てて
一般健康相談

　健康増進課では、市民の皆さんが日ご
ろ気になっている健康に関する相談に応
じています。日程などは「広報なりた」毎号
の保健インフォメーション（右ページ）でお
知らせしています。予約の必要なものもあ
りますので、ご注意ください。
　またそれ以外でも、平日の午前9時～
午後5時は、保健師・歯科衛生士・栄養
士が電話で相談に応じていますので、気
軽にご相談ください。面接での相談を希
望する人は電話で予約をお願いします。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）、

または下総分館（☎96-1108）・大栄分
館（☎73-6881）へ。
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成田のおどり花見（県
指定無形文化財）

歯の健康相談（P30） 美郷台小学校開校式
1歳6カ月健診（P30）

ポリオの予防接種
（P30）

　

狂犬病の集合予防
接種（P15）
なりたファミリー・サ
ポート・センター入
会説明会と基礎研修 
 会（P31）

読み聞かせ（P30） 成田太鼓祭（P26）　
西大須賀神楽（市指
定無形文化財/八幡
神社・15日は耀窟神
社）

　 4カ 月 児 育 児 相 談
（P30）

親子であそぼう会
「エプロンシアター」
（P30）

献血（P30）

千葉県議会議員選挙
（P3）

0・1歳のおはなし会
（P29）

固定資産帳簿類の
閲覧（市役所2階資
産税課）
水道水の排水作業

（P22）

大栄地区の市外局番
が「0478」から「047
6」に変更
祇園祭写真コンテス
ト作品展示（P18）

リサイクル製品の販
売（22日まで/午前9
時・リサイクルプラ
ザ）

母子総合相談（P14）
有害鳥獣の捕獲（7月
20日まで/市街地を
除く市内全域）

かぶと・こいのぼりを
作ろう（P29）

取香の三番叟（県指
定無形文化財/側高
神社）
北羽鳥の獅子舞（市
指定無形文化財/香  
 取神社）

介護予防教室（P31） 　成田市議会議員選
挙
伊能のおあそび、伊
能歌舞伎（市指定無
形文化財/大須賀大
神）

 　

　

こころ の 健 康 相 談
（P30）

グラジオラスの球根
配付（27日まで/午前
9時・市役所4階公園 
 緑地課ほか）

 

　　

3歳児健診（P30） 身体測定（P30） 　

　

　

　春季プロテニスス
クール（P28）

清明

穀雨

昭和の日 振替休日
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4月

日 火 水 木 金

日 月 火 水 木

日 火 水 木

日 火 水 木 金 土

月

金 土

日 火月

月

月

土

水 木 金 土

日 月

期�日＝4月14日（土） ～29日（日・
祝）の土・日曜日
時間＝午前10時～午後3時
会�場＝お不動様旧跡庭園（米屋総

本店内）
内�容＝茶道会によるお茶会（のだ

て）が開催され、参加者には「大
井戸の名水」をプレゼント
参加費＝無料
※  くわしくは市観光協会
　（☎22-2102）へ。

22

市指定無形文化財の伊能歌舞伎

成田市役所本庁舎（行政棟、議会棟、
消防本部、成田消防署）はISO14001
の認証登録を受けています。

06ER・586

総人口　 122,259人（+129）
　男　　　61,818人（+ 61）
　女　　　60,441人（+ 68）
総世帯　　50,342戸（+ 89）

市の人口
3月1日現在（　）内は前月比

　本号の表紙を飾った成田市観光循環バスを皆
さんはもう目にしましたか。このバスは明治末期
に成田山と宗吾霊堂を結び、千葉県で最初に走っ
た電車である「成宗電車」をイメージしてデザイン
されたものです。現在、京成成田駅前から当時
のレンガ造りのトンネルが今も残る門前町の裏側
を通る約1㎞の道が、皆さんもご存知の「電車道」。
昭和55年に公募で付けられた愛称で、市民にとっ
て愛着がとても深かったことがうかがえます。電
車とバスの違いこそあれ、往時の面影を十分に伝
えているバスに乗って、桜が満開になる4月の電
車道や市街地を巡ってみませんか。

編集後記

 「不動の大井戸茶会」14 日から

名水で入れたお茶を味わえます


